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６月１日現在

人 の う ご き

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎�2111（内線234）

　5月25日～27日、第９回いぶすきフラフェスティ
バルが行われました（P２に関連記事）。多くの出場
者の中、大会では初めてとなる男性だけのグループ
が出場しました。女性たちの華麗なダンスとはひと
味違った勇ましさがあり、会場内は大いに盛り上が
りました。

大 会初の男性グループ
フラフェスティバルが開催

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域
７月１日	 	 ㈲丸山水道　 ☎㉓3131
　　　　　　 （夜・休☎090-8911-3357）
　　２日～８日	 ㈱福尚　　　 ☎㉒4529
　　９日～15日	 ㈱丸善産業　 ☎㉕5200
	 	 　　 （夜・休☎㉕2222）
　　 16日～22日	 ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
	 	 　　 （夜・休☎㉓2190）
　　 23日～29日	 ㈱出口組　　 ☎㉖2105
	 	 　　 （夜・休☎㉖2165）
　　 30日～８月５日	 ㈱九水　　　 ☎㉕5773
	 	 　　 （夜・休☎㉒6603）
山川地域
７月	 	 ㈲大薗建設　 ☎㉟2553
８月	 	 ㈱福ヶ迫建設 ☎㉞1822

開聞地域
７月	 	 永吉建設㈱　 ☎㉜3181
８月	 	 ㈱丸新建設　 ☎㉜2227

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についても、できる
だけ設置業者へ修理依頼をお願いします。

税の種類 期　　別
固定資産税・都市計画税 ２期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

１期

口 座 振 替 日 ７月25日(水)
納付書での納期限 ７月31日(火)

総人口　43,719 人　 （−  31）
　男　　19,899 人　 （−   2）
　女　　23,820 人　 （−  29）
世帯数　19,200 戸　 （＋   6）

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康	
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

項目 薬局名 電話番号月日
7月１日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

7月８日
（日） なのはな薬局 ☎㉔1111

7月15日
（日） 指宿市民薬局 ☎㉖4189

7月16日
（月）

三愛調剤薬局
南九州薬局指宿店

☎㉔4715
☎㉓4689

７月22日
（日） チェリー調剤薬局 ☎㉔3705

７月29日
（日） わたせ薬局 ☎㉒4739

８月５日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日
７月１日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】濵田洋一郎医院

☎㉒2231
☎㉜2614

７月８日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】伊藤記念病院

☎㉗1177
☎㉔4466

７月15日
（日）

【外科】池田診療所
【内科】指宿おおしげ内科（※）

☎㉖2101
☎㉓0788

７月16日
（月）

【外科】田畑クリニック（※）
【内科】指宿さがら病院

☎㉔5131
☎㉒3079

７月22日
（日）

【外科】生駒外科医院
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉒3059
☎㉟0101

７月29日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉒2710
☎㉒3295

８月５日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】いぶすき内科

☎㉒2231
☎㉓3239
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出演前の控え室で

優雅に舞い観客を魅了

衣装や髪飾りもさわやか

会場の外では、ハワイアングッズが並ぶ息の合った踊り連が町を練り歩く

お笑いコンビ「ザンゼンジ」の
三福英敬さん（左）は、地元町
７区の出身うまく踊れてる？ 会場を盛り上げる華やかなフラと衣装

大人顔負けの軽やかなステップ 舞台後、玄関前で決めポーズ

リズムに合わせ、たたくフラ楽器「プイリ」

　アロハのまち・指宿を印象付ける「いぶすきフラフェスティバル」が５月25日～27日に、市民会館で開催
されました。今年も市内外から延べ2,581人（275団体）が出演しました。色とりどりの衣装に身を包んだ
出演者らが、音楽に合わせ軽やかに舞い踊ると、会場内に南国の風が吹いたかのように感じられました。

華やかに、艶やかに第79回　

６
月
３
日
、「
山
川
み
な
と
祭
り
」
が
山
川
港
水
揚
げ
場
を

メ
ー
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
潮
風
吹
き
抜
け
る
港
町

で
航
海
の
安
全
と
大
漁
祈
願
、
港
の
繁
栄
を
願
っ
て
催
さ
れ

る
祭
り
に
、
多
く
の
市
民
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
大
漁
旗
を
掲
げ
鶴
の
港
を
疾
走
す
る
船
団
パ
レ

ー
ド
や
、
13
団
体
・
約
４
５
０
人
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
で
幕
を

開
け
、
吹
奏
楽
の
演
奏
や
郷
土
芸
能
、
園
児
た
ち
の
お
遊
戯

な
ど
の
演
芸
会
、
活
魚
の
つ
か
み
取
り
が
行
わ
れ
、
市
民
ら

は
、
み
な
と
祭
り
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
楽
し
み

ま
し
た
。

祭

山
川
み
な
と　

  

り

祭りの最後を彩る花火

大いに沸いた、かつお節削り競争

踊る心はいつまでも

街頭パレードが出発

待ってくれー

あらっ！

捕ったぞ

こうやって捕まえるんだよ

みんなで作ったみこしでワッショイ

カツオみこしが祭りを盛り上げる

笑顔あふれる１日に
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本
市
に
対
す
る
平
成
23
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
は
、
53
人
の
方
々
か
ら

総
額
６
，４
８
９
，９
７
２
円
の
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
は
、「
指

宿
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
に
積
み
立
て

ら
れ
、
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
気

持
ち
に
応
え
る
べ
く
、
市
が
目
指
す
「
豊

か
な
資
源
が
織
り
な
す　

食
と
健
康
の
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
を
支
え
て
く
れ
る
温
か
い
気

持
ち
に
感
謝
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
税
金
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
寄
付
金
で
す
。

結
果
的
に
個
人
住
民
税
等
の
一
部
を
ふ
る
さ
と
に
納
付
し
た
形
に
な
る
こ

と
か
ら
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
へ
の
応
援

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平成23年度ふるさと納税の概要
寄付金総額：6,489,972円

寄
付
金
の
状
況
報
告

た
く
さ
ん
の
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成23年度指宿市にふるさと納税を
してくださった方々（敬称略）
1 今村　善雄（滋賀県）
2 浜上　忠男（大阪府）
3 下吉　博孝（東京都）
4 下髙原祐樹（大阪府）
5 小園　文典（東京都）
6 前田　幹郎（埼玉県）
7 福永　政治（大阪府）
8 上奥　亮治（大阪府）
9 上奥久美子（大阪府）
10 西中川保明（岡山県）
11 大保　幸雄（愛知県）
12 田中　武之（埼玉県）
13 中村　末廣（東京都）
14 田中　省吾（岐阜県）
15 木下　仁志（愛知県）
16 山中　　洋（北海道）
17 上野　至大（兵庫県）
18 迫田　博美（大阪府）
19 下川　検事（兵庫県）
20 黒岩　　功（大阪府）
21 山口　雅弘（福岡県）
22 迫　　徳行（大阪府）
23 前田　美鶴（千葉県）

24 諏訪園信行（神奈川県）
25 田淵　幸内（岡山県）
26 岡﨑　金造（東京都）
27 秀野ひろ子（大阪府）
28 田中信一郎（東京都）
29 星　ほずみ（神奈川県）
30 澤口　範行（神奈川県）
31 若山伸一郎（東京都）
32 鮫島　　紘（福岡県）
33 下川　幹男（千葉県）
34 中園　　強（東京都）
35 長島眞由美（埼玉県）
36 大小田　学（青森県）
37 林　　善一（大阪府）
38 今村　光雄（東京都）
39 下吹越一孝（東京都）
40 長野　洋子（埼玉県）
41 山下　武義（東京都）
42 帖佐　　守（大阪府）
43 上野　　守（大阪府）
44 東　　　繁（東京都）

他匿名　９人　

寄　付　額 県を通じた寄付 市に直接寄付 計
１万円未満 5 0 5
１万円～３万円未満 7 9 16
３万円～５万円未満 2 6 8
５万円～10万円未満 3 4 7
10万円～30万円未満 4 7 11
30万円～50万円未満 2 1 3
50万円～100万円未満 0 1 1
100万円以上 1 1 2

計 24 29 53

寄付額別件数

「
ふ
る
さ
と
指
宿
」

　

指
宿
を
離
れ
て
い
て
も
「
ふ
る
さ
と
」

に
対
し
貢
献
ま
た
は
応
援
を
し
た
い
と
い

う
思
い
を
実
現
で
き
る
制
度
と
し
て
、「
ふ

る
さ
と
納
税
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
気

持
ち
を
、
寄
付
と
い
う
形
に
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
で
き
る
制
度
で
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
指
宿
」
を
も
っ
と
元
気
に

す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
が

不
可
欠
で
す
。

　

市
外
に
住
む
家
族
や
親
類
、
友
人
、
知

人
に
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
「
ふ
る
さ
と

指
宿
」
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
に
活
用
し
た

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
活
用
事
業

活
用
額　

３
，１
６
４
，２
６
５
円

活
用
内
容

○
ウ
ミ
ガ
メ
ふ
化
場
建
設
材
料
費

○
血
圧
計
購
入
費

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
交
換
用
パ
ッ
ド
購
入
費

○
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還
カ

　

プ
セ
ル
展
示
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業
費

平
成
24
年
度
に
実
施
す
る

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
活
用
事
業

　

今
年
度
は
、
人
材
育
成
お
よ
び
文
化
・

教
育
の
推
進
に
関
す
る
事
業
に
「
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

活
用
額　

１
３
，４
９
０
，０
０
０
円

活
用
内
容　

９
小
学
校
と
３
中
学
校
の
図

　

書
室
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
し
ま
す
。 

寄付金の流れ
　県では、「かごしま応援寄付金募集推進協議会」が
寄付金の受付窓口になっています。寄付の際に指宿
市を指定すると、寄付金の４割が県に、６割が指宿
市にそれぞれ入ることになります。
　また、寄付制度であることから、希望により直接、
指宿市に寄付することも可能です。その場合、全額
が市の施策に活用されることになります。

寄付金優遇税制について
　市区町村および都道府県に寄付した場合、税制上の優遇措置が
受けられます。優遇措置を受けるには、確定申告が必要となりま
す。寄付の領収書等は大事に保管してください。

所得税の優遇措置
　所得税減税額＝（寄付金※1−2,000円）×所得税率※2

　※１　１月から12月までの１年間の寄付合計額。
　　　　総所得金額等の40%が上限です。
　※２　所得税の税率

課税される所得金額  税率（%）
  195万円以下 ５
  195万円超〜  330万円以下 10
  330万円超〜  695万円以下 20
  695万円超〜  900万円以下 23
  900万円超〜1,800万円以下 33
1,800万円超 40

住民税の優遇措置
住民税減税額※3＝①＋②※4

①＝（寄付額－2,000円）×10%
②＝（寄付額－2,000円）×（90%－所得税率）
※３　総所得金額等の30%が上限です。
※４　住民税所得割額の10%が上限です。

優遇措置を受けるには確定申告が必要です
所得税の優遇
①　源泉徴収の場合

確定申告することで、源泉徴収された所得税のうち、控除後
の所得税額より多い分が後日、税務署から還付されます。

②　申告納税の場合
寄付金控除額分だけが課税所得が少なくなりますので、その
結果、その年に支払う所得税額が少なくなります。

住民税の優遇
　確定申告することで、寄付した翌年度の住民税が少なくなりま

す。市区町村からの還付はありません。
※毎年12月までにお払い込みいただいた寄付が、翌年の確定申告

等の対象となります。

⑨
住
民
税
の
税
額
控
除
（
控
除
後
の
税
額
で
翌
年
度
の
住
民
税
が
課
税
）

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
へ
ご
連
絡

③
寄
付
申
込
書
（
郵
便
・
メ
ー
ル
等
）

⑤
寄
付
の
払
い
込
み

⑦
確
定
申
告(

寄
付
受
領
書
等
を
添
付)

⑧
所
得
税
の
還
付
等

鹿児島県・指宿市

連絡
※鹿児島県への寄付金は
　4割･･･県の施策に活用
　6割･･･市町村の施策に活用

※指宿市への寄付金は
　全額、指宿市の施策に活用

住所地の
税務署

住所地の
市区町村

②
申
込
書
の
入
手

④
案
内
状
（
納
付
書
等
を
同
封
）

⑥
寄
付
受
領
書
・
お
礼
状
等

寄付者

ふるさと納税

　「ふるさと納税制度」は、都市と地方の税収格差を是
正する方策として地方税法の改正が行なわれ、寄付金控
除が大幅に見直されたことにより創設された制度です。
出身地や応援したい自治体に寄付すれば、所得税および
個人住民税において2,000円を超える金額について一定額
を上限（所得や家族構成、寄付金額などに応じて変動）
に居住地の市区町村の住民税と所得税が減税される優遇
措置が受けられます。

ふるさと納税とは

問い合わせ先　☎㉒2111
○制度に関すること
　財政課財産契約係（内線143）
○税制に関すること
　税務課市民税係（内線221）
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指
宿
は
、
美
し
い
景
観
や
豊
富

な
農
産
物
、
世
界
で
も
珍
し
い
砂

む
し
温
泉
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
魅

力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
本
市
を
、
全
国
各

地
の
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
「
い
ぶ
す
き
菜

の
花
レ
デ
ィ
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
度
金

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
に
は
、
支

度
金
１
万
円
を
進
呈
し
ま
す
。

■
賞
金

入
選
者
（
３
人
）
に
５
万
円
、

ま
た
、
入
選
者
の
紹
介
者
へ
も

１
万
円
を
進
呈
し
ま
す
。

■
コ
ン
テ
ス
ト
等

８
月
下
旬
（
26
日
を
予
定
）
に

私
服
に
よ
る
審
査
会
を
行
い
、

10
月
の
「
指
宿
温
泉
祭
」
に
お

い
て
発
表
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

市
近
郊
に
在
住
す
る
18
歳
以
上

（
高
校
生
不
可
）
の
健
康
で
明

る
い
女
性
で
、
約
１
年
間
積
極

的
に
活
動
で
き
る
人
。

※
１
日
の
出
務
ご
と
に
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
方
法

申
込
書
に
、
最
近
撮
影
し
た
全

身
と
上
半
身
の
サ
ー
ビ
ス
版
写

真
を
１
枚
ず
つ
添
え
て
、
直
接

持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
す
る
際
は
、
応

募
締
切
日
ま
で
に
写
真
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
設
置
場
所

○
市
観
光
課

○
山
川
・
開
聞
支
所
地
域
振
興
課

○
市
観
光
協
会

○
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
構
内
総
合
観
光
案

内
所

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
内
観
光 

　

案
内
所

■
応
募
締
切
日

　

８
月
20
日（
月
）※
予
定

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
０
５

　

指
宿
市
湊
二
丁
目
５

−

33

　

社
団
法
人
指
宿
市
観
光
協
会

　

☎
㉒
３
２
５
２

　

FAX
㉒
３
８
８
４

募 集 いぶすき菜の花レディ
～指宿の魅力を伝えてください～

指宿の魅力を全国に発信

　

本
市
の
夏
の
風
物
詩
「
開
聞
そ

う
め
ん
夏
祭
り
」
は
、
今
年
で
44

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
夏
祭
り
の

環
境
整
備
な
ど
を
手
伝
う
ス
タ
ッ

フ
や
舞
台
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

地
域
で
大
切
に
続
け
ら
れ
て
き

た
祭
り
を
、
皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ

ま
せ
ん
か
。

第
44
回
開
聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り

■
日
時　

８
月
12
日（
日
）17
時
～

（
予
定
）

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

祭
り
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
個
人
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
募
集
内
容

○
会
場
設
営　

20
人

　

８
月
12
日（
日
）10
時
～
12
時

○
会
場
撤
去
・
花
火
片
付
け  

30
人

　

８
月
13
日（
月
）６
時
～
９
時

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
31
日（
火
）

出
演
者
募
集

　

歌
や
踊
り
な
ど
を
披
露
し
て
い

た
だ
く
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
数　

６
組
（
１
組
10
分
以

内
）

※
応
募
者
が
多
い
場
合
は
、
実
行

委
員
会
事
務
局
で
調
整
し
ま
す
。

■
演
目　

歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
ジ

ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
出
演
時
間　

17
時
〜
18
時
（
予

定
）

■
場
所　

開
聞
山
麓
ふ
れ
あ
い
公

　

園
イ
ベ
ン
ト
広
場
内
ス
テ
ー
ジ

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
31
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

開
聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り
実
行
委

　

員
会
事
務
局
（
観
光
課
観
光
交

　

流
係
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

■
募
集
施
設
（
店
舗
）

市
内
の
飲
食
店
や
土
産
品
店
、

観
光
施
設

※
審
査
の
結
果
、
参
加
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
掲
載
内
容

施
設
（
店
舗
）
の
名
称
、
電
話

番
号
、
住
所
、
営
業
時
間
、
定

休
日
、
店
舗
写
真
、
紹
介
コ
メ

ン
ト
を
掲
載
（
予
定
）

■
掲
載
サ
イ
ズ

　

縦
６
㎝
×
横
６
㎝
以
内

■
募
集
施
設
（
店
舗
）
数

　

３
市
町
で
72
店
舗

■
募
集
期
限

　

７
月
20
日（
金
）ま
で

■
掲
載
費

　

１
施
設
（
店
舗
）
に
つ
き

　

３
，０
０
０
円

■
発
行
予
定
部
数

　

２
０
，０
０
０
部

■
そ
の
他　

掲
載
を
希
望
す
る
施
設（
店
舗
）

の
判
断
で
、
特
典
（
コ
ー
ヒ
ー

１
杯
サ
ー
ビ
ス
や
食
事
代
10
％

引
き
な
ど
）
を
掲
載
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

い
ぶ
す
き
広
域
観
光
推
進
協
議

会
（
観
光
課
観
光
交
流
係
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

指宿・南九州・南大隅 をくまなく紹介

　九州新幹線鹿児島ルートの全線開業以降、
多くの観光客が本市を訪れています。
　観光客には、県境や市境は関係ないことか
ら、これからの観光は市境を越えた広域化が
ますます重要になってきています。
　このようなことから本市では、知覧特攻平
和会館や武家屋敷で有名な南九州市や本土最
南端の佐多岬を有する南大隅町の３市町で「い
ぶすき広域観光推進協議会」を組織し、県内
外で積極的な観光ＰＲに取り組んでいます。

　３市町には、魅力ある観光スポットが、まだま
だ豊富にあります。協議会では、このような観光
資源を広く紹介し、観光客に３市町内をゆっくり
周遊してもらおうと、新しい広域観光まち歩きガ
イドを作成します。
　今回作成する広域観光まち歩きガイドには、観
光客からの要望も多い飲食店や土産品店、観光施
設等を紹介する広告ページ（有料）を設ける予定
です。多くの観光客に指宿や南九州、南大隅を周
遊して楽しんでもらおうとする企画です。
　ぜひ掲載をお考えください。

広域観光
  まち歩きガイド

掲
載
施
設
を
募
集

開
聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り
  

ス
タ
ッ
フ
・
出
演
者
を
募
集
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市
内
の
畜
産
農
家
で
は
、
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
の
消
臭
効
果
や
発

酵
促
進
効
果
を
畜
産
業
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
は
酸
性
で

あ
る
た
め
、
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の

ア
ル
カ
リ
性
の
悪
臭
原
因
物
質
を

中
和
し
て
消
臭
し
ま
す
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
を
混
合
し

て
製
造
し
た
堆
肥
の
臭
気
が
低
減

す
る
の
は
、
発
酵
促
進
効
果
に
よ

っ
て
、
堆
肥
の
熟
成
が
進
む
こ
と

も
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
の
中
に
含

ま
れ
る
微
生
物
（
乳
酸
菌
、
酵
母

菌
、
納
豆
菌
）
と
そ
の
死
骸が
い

が
、

堆
肥
原
料
に
含
ま
れ
る
土
着
微
生

物
の
餌
に
な
る
こ
と
で
土
着
微
生

物
の
働
き
が
活
発
化
し
、
発
酵
が

促
進
さ
れ
ま
す
。
水
質
浄
化
の
原

理
も
同
様
で
、
浄
化
槽
な
ど
の
排

水
処
理
施
設
の
活
性
汚
泥
菌
や
、

河
川
な
ど
に
生
存
す
る
微
生
物
が

活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
に
含
ま
れ

る
微
生
物
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
、

そ
こ
に
他
の
悪
性
菌
が
繁
殖
す
る

の
を
妨
ぐ
と
い
う
考
え
方
で
す
。

例
え
ば
、
納
豆
な
ど
の
発
酵
食
品

が
腐
り
に
く
い
の
は
、
そ
の
中
に

含
ま
れ
る
微
生
物
の
活
動
に
よ
っ

て
、
腐
敗
に
か
か
わ
る
菌
の
繁
殖

が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

微
生
物
は
、
そ
の
環
境
に
お
い
て

優
位
な
も
の
が
繁
殖
し
て
い
く
た

め
、
定
期
的
に
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す

き
を
散
布
し
て
菌
を
追
加
し
た
り
、

こ
ま
め
に
清
掃
し
て
悪
性
菌
の
繁

殖
環
境
を
減
ら
し
た
り
す
る
な
ど
、

菌
の
優
位
性
を
保
つ
工
夫
も
必
要

で
す
。

有
限
会
社　

ケ
イ
開
聞

従
業
員　

　

内
村
幸
一
郎
さ
ん
（
森
松
東
）

　

（
経
営
内
容　

肉
用
牛
肥
育
）

　　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
は
、
堆
肥

の
発
酵
促
進
効
果
を
期
待
し
て
使

い
始
め
ま
し
た
。

　

堆
肥
原
料
（
牛
ふ
ん
）
と
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
の
混
合
の
手
間
を

省
く
た
め
、
床
替
え
の
前
に
、
牛

床
全
体
に
じ
ょ
う
ろ
で
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

い
ぶ
す
き
を
散
布
し
て
か
ら
堆
肥

舎
へ
搬
入
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
、
堆
肥
の
発
酵
状

態
や
、
臭
気
に
注
意
し
な
が
ら
適

宜
追
加
散
布
し
ま
す
。

　

使
用
量
は
、
堆
肥
原
料
20
ｔ
に

対
し
て
20
～
30
ℓ
で
す
。
以
前
は
、

こ
の
半
分
程
度
の
散
布
量
だ
っ
た

の
で
す
が
、
量
が
少
な
い
と
で
き

あ
が
っ
た
堆
肥
に
臭に

お

い
が
残
る
た

め
、
徐
々
に
増
や
し
て
こ
の
量
に

な
り
ま
し
た
。

　

使
用
に
お
け
る
注
意
点
と
し
て
、

堆
肥
の
水
分
量
を
適
正
に
保
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
発
酵
促
進
に
よ

っ
て
水
分
蒸
発
が
増
え
る
た
め
な

の
か
、
通
常
よ
り
水
分
量
を
多
め

に
し
て
お
か
な
い
と
、
水
分
不
足

で
発
酵
不
良
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
を
使
う
よ

う
に
な
っ
て
、
製
造
中
に
発
生
す

る
悪
臭
と
、
完
成
し
た
堆
肥
の
臭

い
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
当
社
の
堆
肥
を
使
用

し
て
い
る
農
家
か
ら
も
同
様
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
し
、
集
落
内

の
畑
で
こ
の
堆
肥
を
使
用
し
て
い

る
方
か
ら
は
、
以
前
の
よ
う
な
臭

い
が
な
く
な
り
助
か
る
と
い
う
話

も
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
き

い
ほ
場
に
ま
と
め
て
大
量
の
堆
肥

を
入
れ
る
と
き
に
も
、
臭
い
が
し

な
い
と
驚
か
れ
ま
す
。

　

発
酵
促
進
効
果
も
実
感
し
て
い

ま
す
。
使
用
す
る
前
と
比
べ
る
と

明
ら
か
に
発
酵
が
早
く
な
り
ま
し

た
。
牛
床
で
散
布
し
て
く
る
た
め
、

堆
肥
舎
に
入
れ
て
か
ら
の
温
度
上

昇
が
早
い
の
か
、
堆
肥
化
初
期
の

う
じ
の
発
生
も
減
っ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　

使
用
に
お
け
る
難
点
と
言
え
ば
、

や
や
手
間
が
か
か
る
こ
と
く
ら
い

で
す
が
、
質
の
良
い
堆
肥
を
作
る

に
は
手
間
が
か
か
る
の
は
仕
方
な

い
こ
と
で
す
し
、
そ
の
手
間
を
補

う
だ
け
の
効
果
は
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　ＬＯＶＥいぶすきは、悪臭
発生予防のために使用を始め
ました。毎日、豚舎内を水で
流して洗浄するのですが、そ
の際にＬＯＶＥいぶすきを一
緒に流すようになってからは、
畜舎内の臭いがほぼなくなり
ました。翌朝、豚舎に入った
ときにもほとんど臭いを感じ
ません。
　また、洗浄水が尿処理槽に
も流れ込むため、尿処理槽か
らの悪臭の発生も低減したと
感じています。
　以前は、臭気対策として他
の資材を使用しており、年間
10万円近くかかっていたので
すが、ＬＯＶＥいぶすきに替
えてから、経費も大幅に削減
することができました。
　微生物は、畜産業だけでな
く、幅広い分野で利用できる
ため、今後は、園芸の分野で
も活用の幅を広げていきたい
と思っています。

原山重雄さん（永吉）
（経営内容　養豚）

問い合わせ先
　農政課畜産係（いぶすき農業支援センター内）
　☎㉒2111（内線716）

LOVEいぶすきの活用 LOVEいぶすきの活用

I
イ ン タ ビ ュ ー

NTERVIEW 畜産業や水質浄化に
　LOVEいぶすきの活用を

液を混入した洗浄水で洗い流す
発酵状態によって追加散布

撹
かくはん

拌機で発酵を
促進

床替えの前にじょうろでLOVEいぶすきを散布

牛舎の中でも臭いが気にならない

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
を

畜
産
業
に
活
用

食
品
由
来
の
環
境
に

や
さ
し
い
微
生
物
で

悪
臭
対
策
・
堆た

い

肥
発

酵
促
進
に
取
り
組
む

悪
臭
低
減
効
果

悪
性
菌
侵
入
予
防
効
果

発
酵
促
進
効
果

家庭用 LOVEいぶすき「MAIENZA」
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農
事
組
合
法
人　

水
迫
フ
ァ
ー
ム

理
事
長

　

水
迫
栄
治
さ
ん
（
二
月
田
）

　

（
経
営
内
容　

肉
用
牛
肥
育
）

　

当
社
で
は
、
悪
臭
低
減
、
堆
肥

発
酵
促
進
、
悪
性
菌
侵
入
予
防
を

目
的
と
し
て
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

動
力
噴
霧
機
で
、
農
場
全
体
に

不
定
期
に
散
布
し
て
い
ま
す
が
、

悪
臭
低
減
に
つ
い
て
は
、
即
効
性

が
高
い
と
感
じ
ま
す
。
持
続
性
は

気
象
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
条
件
さ
え
合
え
ば
長
持
ち
し

ま
す
。

　

堆
肥
の
発
酵
促
進
効
果
に
つ
い

て
は
、
堆
肥
の
取
り
扱
い
条
件
に

よ
っ
て
は
効
果
を
発
揮
し
ま
す
が
、

効
果
が
出
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
で
は
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

悪
性
菌
侵
入
予
防
に
つ
い
て
は
、

す
ぐ
に
効
果
を
見
い
だ
す
の
は
な

か
な
か
難
し
い
で
す
が
、
理
論
的

に
マ
イ
ナ
ス
要
素
は
考
え
ら
れ
な

い
た
め
、
多
少
な
り
と
も
寄
与
し

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
微
生

物
関
係
の
実
験
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
の
一
番

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
い
こ
と
で
す
。

通
常
の
微
生
物
添
加
材
等
の
価
格

は
非
常
に
高
く
、
継
続
的
に
使
用

す
る
に
は
コ
ス
ト
が
大
き
な
問
題

と
な
り
ま
す
が
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ

す
き
の
場
合
は
安
価
で
済
む
た
め
、

継
続
し
て
取
り
扱
い
や
す
い
と
思

い
ま
す
。

　

微
生
物
添
加
材
等
は
継
続
す
る

こ
と
で
良
い
環
境
作
り
が
で
き
て

い
く
の
が
基
本
な
の
で
、
即
効
性

が
感
じ
ら
れ
ず
と
も
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
す
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
社
内
の
取
り
扱
い
微

生
物
添
加
材
の
一
ア
イ
テ
ム
と
し

て
、
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
現
在
、
水
迫
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

噴
霧
機
の
目
詰
ま
り
を
予
防
す

る
た
め
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き

で
は
な
く
、
種
菌
（
乳
酸
菌
、

酵
母
菌
、
納
豆
菌
）
を
基
に
し

た
資
材
を
自
社
農
場
で
培
養
し

て
使
用
し
て
い
ま
す
。（
種
菌
を

基
に
し
た
も
の
は
、
沈
殿
物
の

発
生
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
。）

LOVEいぶすきの活用 LOVEいぶすきの活用

　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
は
、
身
近

な
食
品
に
含
ま
れ
る
微
生
物
を
利

用
し
た
、
環
境
浄
化
に
効
果
の
あ

る
液
体
で
す
。

　

使
い
方
次
第
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

用
方
法
が
あ
り
、
悪
臭
除
去
や
水

質
浄
化
な
ど
、
地
域
の
環
境
浄
化

に
も
役
立
ち
ま
す
。

使
い
方
・
効
果
の
例

○
薄
め
て
使
用
す
る
場
合

   

●　

 

流
し
台
に
か
け
る
と
、
ヌ
メ
リ

や
油
汚
れ
が
落
ち
ま
す
。

   

●　

 

ト
イ
レ
使
用
後
に
か
け
る
と
、

尿
石
な
ど
の
汚
れ
を
酵
素
が
徐

　

々
に
分
解
し
ま
す
。

   

●　

 

流
し
台
や
生
ご
み
、
ト
イ
レ
、

コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
に
か
け
る
と

嫌
な
に
お
い
が
な
く
な
り
ま
す
。

○
原
液
を
使
用
す
る
場
合

   

●　

 

お
風
呂
に
入
れ
る
と
、
酵
素
入

り
の
弱
酸
性
風
呂
に
な
り
、
体

の
あ
か
や
浴
槽
の
湯
あ
か
が
落

ち
や
す
く
な
り
ま
す
。

   

●　

 

洗
濯
槽
に
入
れ
て
洗
う
と
洗
浄

力
が
ア
ッ
プ
し
、
洗
剤
の
使
用

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
作
業
着
な
ど
の
に
お
い

も
取
れ
ま
す
。

   

●　

 

洗
濯
槽
の
す
き
間
や
裏
側
に
こ

び
り
付
い
た
洗
剤
の
残
り
や
カ

ビ
汚
れ
な
ど
も
酵
素
の
力
で
落

と
し
ま
す
。

   

●　

 

眼
鏡
や
鏡
・
窓
ガ
ラ
ス
等
を
ふ

く
と
油
膜
が
取
れ
ま
す
。

　

培
養
に
適
し
た
こ
れ
か
ら
の
暑

い
季
節
は
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き

作
り
に
最
適
で
す
。

　

家
庭
か
ら
環
境
浄
化
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

暮
ら
し
に
大
活
躍
！　

地
球
環
境
に
も
優
し
い

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
で
エ
コ
な
生
活
を

LOVEいぶすきこれからの季節は作るのに最適！
消臭・汚れ落としに

「MAIENZA」で手軽に環境浄化
マ 　 イ 　 エ 　 ン 　 ザ

作るときの注意点

◎雑菌が混入しないようにする
◎培養するときは、ペットボトルのキャップは緩めておく
◎培養中は、ペットボトルを絶対に振らない

砂糖15gとパン酵母2.5gを
均一に混ぜます。

【材　料】
　砂糖（三温糖など）……………… 15g
　パン酵母（ドライイースト）………2.5g
　ヨーグルト  ………………………  25g
　納豆 ………………………………  １粒
　温水35℃～42℃程度 ……… 250ml
【道　具】
　ボウル・かき混ぜる道具
　茶こし・じょうご
　500mlのペットボトル
　プチプチシート（緩衝材）

❶ ①に、ヨーグルト25gを加え、
さらにかき混ぜます。❷ ②に、納豆を茶こしに乗せて上

から温水250mlを注ぎ（ネバネ
バ粘液だけ）よく混ぜます。

❸

ドロドロの状態になった③を
じょうごを使って、ペットボ
トルに移します。

❹ プチプチシートで包み、24時
間保温します。すぐにぷくぷく
と発酵が始まります。

❺ 24時間後に水を250ml足して、
キャップをしっかり締めて完成。❻

培養中

パン酵母 砂糖

ヨーグルト

農場全体の悪臭低減に努める

家
庭
用
に
は

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き

「
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
」

マ

イ

エ

ン

ザ

家
庭
で
も

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
を

問い合わせ先　環境政策課環境政策係　☎㉒2111（内線243）
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二
反
田
川
の
河
口
、
指
宿
シ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
入
口
付
近
に
水
神

さ
ま
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

昭
和
50
年
よ
り
以
前
に
、
護
岸

築
堤
や
道
路
整
備
の
た
め
、
今
の

場
所
か
ら
約
３
０
０
ｍ
上
流
の
松

林
の
一
角
か
ら
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
神
さ
ま
は
、
安
山
岩
で
造
ら

れ
て
お
り
、
高
さ
１
３
７
㎝
、
幅

50
～
57
㎝
、
厚
さ
22
～
27
㎝
の
大

き
さ
で
す
。

　

こ
の
水
神
さ
ま
は
、
石
碑
の
正

面
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
か
ら
、

嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
年
）
５
月

に
、
当
時
の
役
人
で
あ
る
内
田
仲

左
衛
門
や
川
上
休
次
右
衛
門
を
は

じ
め
、
地
頭
の
高
柳
八
郎
次
、
郷

士
年
寄
の
寺
田
新
助
、
組
頭
見
廻

の
平
嶺
新
蔵
、
□
※

水
係
の
永
田
勘

左
衛
門
に
よ
っ
て
、
造
ら
れ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

な
ぜ
水
神
さ
ま
が
、
二
反
田
川

の
河
口
付
近
に
、
藩
の
役
人
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

「
維
新
前
土
木
史
」
に
よ
る
と

天
保
14
年
（
１
８
４
３
年
）
に
、

二
反
田
川
の
改
修
と
同
時
に
、
岩

永
三
五
郎
に
よ
っ
て
船
溜だ

ま
り
が

築
造
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
弘

化
年
間
（
１
８
４
４
～
１
８
４
７

年
）
に
、
五
間
橋
が
造
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
橋
の
下
に
は
、
上
流
の

干
拓
地
の
汚
水
を
流
し
、
下
流
の

船
溜
側
か
ら
潮
水
が
干
拓
地
へ
浸

入
し
な
い
よ
う
に
自
動
開
門
が
５

つ
あ
り
ま
し
た
。
藩
に
よ
る
諸
施

設
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
二
反

田
川
の
河
口
は
堅
固
な
避
難
港
と

な
り
、
干
拓
地
で
あ
る
新
田
地
域

の
水
田
や
弥
次
ヶ
湯
か
ら
湯
の
里

一
帯
を
水
害
や
海
水
の
侵
入
か
ら

守
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
、

一
般
的
な
水
神
さ
ま
と
異
な
り
、

藩
の
役
人
や
地
元
の
地
頭
な
ど
が

連
名
し
て
こ
の
水
神
さ
ま
を
建
立

し
、
新
田
開
発
に
よ
る
五
穀
豊
穣

と
、
堤
防
や
水
路
を
守
り
、
船
舶

航
行
の
安
全
や
大
漁
な
ど
を
祈
念

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昭
和
50
年
の
聞
き
取
り
調
査
で

は
、「
鹿
児
島
の
城
下
に
物
資
を
運

ぶ
に
あ
た
り
、
こ
の
水
神
さ
ん
の

前
を
通
る
際
、
礼
拝
合
掌
し
た
。

ま
た
、
老
婆
が
花
紫
を
供
え
て
お

参
り
を
し
て
い
た
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
水
神

さ
ま
は
、
海
運
業
者
を
は
じ
め
、

一
般
の
人
々
か
ら
も
信
仰
が
深
か

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

※
判
読
で
き
な
い
た
め
□
で
表
示

二
反
田
川
の
河
口
か
ら

　
　
　

見
守
る
水
神
さ
ま

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
74

報
恩

謝
徳

　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届
き
ま

し
た
。
ロ
ン
ド
ン
へ
の
誘
い
で
す
。

　

「
頑
張
れ
！
ニ
ッ
ポ
ン
！　

鳴

り
や
ま
な
い
大
歓
声
。
さ
ぁ
！
歴

史
が
変
わ
る
瞬
間
を
観
に
行
こ
う
。

（
女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
予
選

２
試
合
観
戦
ツ
ア
ー
）
ロ
ン
ド
ン

７
日
間
２
９
９
，８
０
０
円
か
ら
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

五
輪
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
以

下
「
Ｗ
杯
」）と
い
っ
た
国
を
背
負

っ
た
大
会
は
、
異
様
な
ほ
ど
の
熱

気
を
帯
び
ま
す
。
特
に
、
サ
ッ
カ

ー
な
ど
の
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
に
お
い

て
は
、
出
場
を
勝
ち
取
る
た
め
の

予
選
で
さ
え
、
国
中
が
興
奮
の
渦

に
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
求

め
ら
れ
る
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
な
ど
の

種
目
に
お
い
て
は
、
日
本
選
手
の

消
極
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、「
協
調
性
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る

の
が
日
本
チ
ー
ム
の
弱
点
」
と
の

評
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
個
」
よ
り
も
「
和
」
を

重
ん
じ
る
日
本
の
国
民
性
と
も
評

さ
れ
、
特
に
、
サ
ッ
カ
ー
に
お
い

て
は
シ
ュ
ー
ト
す
る
こ
と
を
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇

す
る
選
手
が
多
い
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
し
た
。

　

も
っ
ぱ
ら
平
和
の
祭
典
と
い
う

理
想
が
高
ら
か
に
う
た
わ
れ
る
五

輪
に
比
べ
る
と
、
少
し
荒
々
し
い

イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
サ
ッ
カ

ー
Ｗ
杯
大
会
で
す
が
、
そ
の
最
終

予
選
も
佳
境
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
世
界
各
地
か
ら
ロ
ン

ド
ン
に
集
ま
っ
た
選
手
が
、
試
合

を
通
し
て
独
自
の
文
化
や
気
質
を

背
景
と
し
た
、
そ
の
国
な
ら
で
は

の
戦
い
ぶ
り
が
随
所
に
う
か
が
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

長
い
内
戦
に
耐
え
、
あ
る
い
は

民
族
対
立
や
国
家
分
裂
の
悲
劇
を

超
え
て
こ
こ
に
や
っ
て
来
た
チ
ー

ム
も
あ
り
ま
す
。
彼
ら
の
歴
史
と

心
に
も
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
国
際
理
解
の
学
び

の
場
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
大
い
な
る
祭
り

が
少
し
で
も
平
和
に
貢
献
で
き
、

異
文
化
へ
の
理
解
と
共
感
を
増
す

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

石碑に刻まれた文字

河口前に安置される水神さま

幸せを呼ぶ

鈴むすび

い
ぶ
す
き
総
合
観
光
サ
イ
ト
開
設

　

市
で
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

の
情
報
を
発
信
す
る
「
い
ぶ
す
き

総
合
観
光
サ
イ
ト
」
を
新
た
に
開

設
し
、
観
光
客
に
向
け
て
指
宿
の

最
新
情
報
を
い
ち
早
く
お
届
け
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
温
泉
」、「
宿
泊
」、「
食
べ
る
」

「
観
る
・
遊
ぶ
」、「
買
う
」、「
イ

ベ
ン
ト
」
の
６
つ
の
分
野
に
分
け

て
、
よ
り
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま

す
。「
温
泉
」
で
は
砂
む
し
温
泉
の

歴
史
や
入
浴
方
法
な
ど
を
紹
介
し
、

市
内
の
温
泉
施
設
を
指
宿
、
山
川
、

開
聞
の
地
域
別
に
検
索
で
き
ま
す
。

「
宿
泊
」
は
料
金
や
宿
泊
形
態
、

砂
む
し
・
露
天
風
呂
の
有
無
、
ペ

ッ
ト
の
持
ち
込
み
な
ど
の
条
件
検

索
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
指
宿
の
郷
土
料
理
や
特
産
品
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
情
報
が
満
載
で
す
。

　

最
近
で
は
、
体
験
型
観
光
が
注

目
を
浴
び
て
お
り
、
県
外
か
ら
の

修
学
旅
行
も
農
業
や
漁
業
な
ど
の

体
験
を
取
り
入
れ
た
旅
行
行
程
が

主
流
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
体
験
型
観
光
の
ペ
ー
ジ
も

開
設
し
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
お
す
す
め

観
光
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ

で
は
、
霧
島
、
知
覧
、
種
子
屋
久

な
ど
県
内
の
主
要
観
光
地
も
組
み

込
ん
で
、
広
域
に
渡
る
旅
行
プ
ラ

ン
を
立
て
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
お
よ
び
観
光
特
急

「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」
に
よ
る
集

客
が
好
調
の
中
、
国
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
指
宿
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

指
宿
の
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
、
何
度
で
も
指

宿
に
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
情
報

を
、
よ
り
早
く
、
正
確
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

い
ぶ
す
き
総
合
観
光
サ
イ
ト

　

http://youkoso-ibusuki.com
/

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
管
理
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 
⑭

観
光
シ
リ
ー
ズ

今月の 食 材

【４月～10月】
指宿は、生産量日本一!!
太陽をいっぱい浴びた
オクラのねばねばパワ
ーは、夏バテ知らずの
強い味方!!

【作り方】
　①　鍋に合わせ酢の材料を入れて、砂糖が溶けるまで火にかける
　②　炊きたてのご飯に①を混ぜ、冷ます
　③　タケノコ、ニンジンは千切りにし、Ａで煮込み、汁気を取る
　④　オクラはさっと塩茹

ゆ

でし、水気を取って輪切りにする
　⑤　②、③、④を混ぜ、握ると、「鈴むすび」の出来上がり
　※さねん（月

げ っ と う

桃）の葉に包むと、香りもさわやかで殺菌効果もあります。

問い合わせ先　農政課食のＰＲ係　☎㉒2111（内線711）

オクラ

ロ
ン
ド
ン
五
輪今月のレシピ紹介者

お野菜ひろめ隊の堀さん

【材料】
オクラ　　　適量
ご飯　　　　２合分
タケノコ　　30ｇ　
ニンジン　　1/2本　
合わせ酢
酢　　　　　大さじ２
砂糖　　　　大さじ１
みりん　　　大さじ１
塩　　　　　少々
Ａ
だし汁　　　１カップ
砂糖　　　　大さじ２
みりん　　　大さじ１
白だし　　　大さじ１
塩　　　　　小さじ１

｛

｛

い ま が 旬 レ シ ピ
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）

「篤姫銅像建立」キャンペーン講演会

篤
姫主　　催　　篤姫銅像実行委員会共　　催　　指宿市・指宿商工会議所・指宿市観光協会・指宿市文化協会
後　　援　　NHK鹿児島放送局・南日本新聞社・MBC・KTS・KKB・KYT

　１口2,000円～　５万円以上は石碑に氏名・事業所名を刻して後世に伝えます。
　　　　　　郵便振替⇒口座名「篤姫銅像実行委員会」　口座番号01730－9－141882へ
協賛金募集

15時55分～16時45分

２　 屋敷陽太郎　氏　（NHK制作局チーフプロデューサー

※ドラマ製作現場で篤姫の実像に迫ります

「大河ドラマ『篤姫』の舞台裏」 

15時～15時50分

※篤姫を育んだ時代背景と風土を学びます

１　 原口　泉　氏　（志學館大学教授・県立図書館長）

「女の道は、一本道」 ～著書「篤姫」より

《日時》　７月 20 日（金）午後３時～ 「指宿市民会館（大ホール）」　
入場は無料です

～再び大河ドラマ「篤姫」を学び　語る集い～～再び大河ドラマ「篤姫」を学び　語る集い～
2008 年 NHK大河ドラマ「篤姫」は、指宿がロケ地となり「篤姫ゆか

。たしまりこ起き巻が」ムーブ姫篤「、れ訪が客光観のく多へ」地のり
４月からNHKBSプレミアムで再々放送が始まり、再び指宿が注目

を浴びていることから、現地で篤姫を伝承する方法について思案しま
した。
私たちは『みんなで創ろう　篤姫像』と呼び掛けて、今和泉隼人松原

に幼いころの篤姫（於一）像を建立しようと、実行委員会を設立しまし
た。
協賛活動を推進するため、「篤姫」の時代考証・原口泉教授と当時の

担当者NHK制作局・屋敷陽太郎氏を迎えて、「篤姫」を学ぶ講演会を
開催します。
友人知人お誘い合わせのうえ、気軽にご来場ください。

　　　　　　　2012 年　初　夏　　　　　篤姫銅像実行委員会
会長　今林　重夫

1947年鹿児島市出身　東京大学大学院修了
NHK大河ドラマ「翔ぶが如く」「篤姫」時代
考証

1970年富山県出身　1993年NHK入局ドラマ部
山形放送局を経て東京ドラマ部へ　「新撰組」「篤姫」
テレビ小説「私の青空」　大河「江～女たちの戦国」

無謀な渡島はしない
　知林ヶ島周辺の海域の潮は、流れが速く複雑です。 
また、砂州の両側は急に深くなっています。砂州の出
現がなかったり、不十分であったりする状態で渡るの
は非常に危険です。絶対にやめましょう。
当日の天候を見極めて
　砂州は、波の高さや風の強さなど、天候の変化に左
右されます。そのため、陸続きになっていても当日の
天候が悪い場合は、島に渡るのはやめましょう。
干潮時刻を過ぎたら慎重に
　干潮時刻を過ぎると潮はどんどん満ち、砂州は急速
になくなっていきます。干潮時を過ぎてから島に渡る
のは控えましょう。
台風が過ぎた後は渡らない
　台風は、大量の砂を洗い流してしまうことがありま
す。台風が過ぎた後は、砂州が出現しにくくなるので、
島に渡るのはやめましょう。

その他
○子どもが渡る場合には、必ず保護者同伴で渡りまし
　ょう。
○知林ヶ島には水やトイレがありません。飲み物を持

参し、トイレを済ませてから渡島しましょう。
○けがや虫よけ、日焼けなどに気を付けましょう。
○万一、島に取り残された場合は、以下に連絡してく

ださい。有償で対応します。
　・指宿漁業協同組合　☎㉒2236
　・海上タクシー　　　☎090-5739-1552

問い合わせ先
　観光課観光管理係 ☎㉒2111（内線322）
※砂州情報は、携帯電話やパソコン
　からも確認できます。
　（市ホームページ）http://www.city. 
　ibusuki.lg.jp/chirin/main.htm

■問い合わせ先　篤姫銅像実行委員会　☎㉒2473

知林ヶ島で
  自然と遊ぼう！
知林ヶ島は、錦江湾に浮かぶ美しい無人島。大潮や中潮の干潮時には
砂の道（砂州）が出現し、島に歩いて渡ることができます。島内は遊
歩道が整備され、展望台やチリンズベル（知林ヶ島の鐘）が設置され
ています。
この夏、家族や友人たちと知林ヶ島へ出掛けてみませんか。 
知林ヶ島ガイドが発売する「渡島証明書」（100円）も好評です。

日　　付 潮汐 干潮時刻 出現予想時間 出現し続ける時間 日　　付 潮汐 干潮時刻 出現予想時間 出現し続ける時間
７月20日（金） 大潮 14：06 11：35～16：25 ４：50 ８月12日（日） 長潮 ９：16 ８：20～10：10 １：50
７月20日（金） 大潮 14：06 11：35～16：25 ４：50 13日（月） 若潮 10：23 ８：55～11：45 ２：50

21日（土） 中潮 14：41 12：15～16：55 ４：40 14日（火） 中潮 11：13 ９：20～13：00 ３：40
22日（日） 中潮 15：17 13：00～17：25 ４：25 15日（水） 中潮 11：55 ９：50～13：50 ４：00
23日（月） 中潮 15：53 13：50～17：45 ３：55 16日（木） 大潮 12：33 10：20～14：35 ４：15
24日（火） 中潮 16：32 14：50～18：05 ３：15 17日（金） 大潮 13：09 10：55～15：15 ４：20
25日（水） 小潮 17：14 16：05～18：15 ２：10 18日（土） 大潮 13：44 11：30～15：45 ４：15
26日（木）

〜27日（金） 出現しません 19日（日） 大潮 14：20 12：15～16：15 ４：00
20日（月） 中潮 14：55 13：05～16：40 ３：35

28日（土） 長潮 ８：28 ６：40～10：25 ３：45 21日（火） 中潮 15：32 14：00～16：55 ２：55
29日（日） 若潮 ９：56 7：40～12：05 ４：25 22日（水） 中潮 16：09 15：05～17：10 ２：05
30日（月） 中潮 11：04 8：35～13：20 ４：45 23日（木）

〜25日（土） 出現しません31日（火） 中潮 11：58 9：20～14：20 ５：00
８月１日（水） 大潮 12：45 10：10～15：10 ５：00 26日（日） 小潮 ８：16 ６：40～９：55 ３：15

２日（木） 大潮 13：27 11：00～15：45 ４：45 27日（月） 長潮 ９：52 ７：55～11：35 ３：40
３日（金） 大潮 14：06 11：45～16：20 ４：35 28日（火） 若潮 10：58 ８：50～12：50 ４：00
４日（土） 大潮 14：41 12：30～16：45 ４：15 29日（水） 中潮 11：48 ９：35～13：45 ４：10
５日（日） 中潮 15：14 13：20～17：00 ３：40 30日（木） 中潮 12：30 10：20～14：30 ４：10
６日（月） 中潮 15：45 14：15～17：10 ２：55 31日（金） 大潮 13：07 11：05～15：00 ３：55
７日（火） 中潮 16：14 15：15～17：10 １：55
８日（水）

〜11日（土） 出現しません
※島へ渡るには、片道20分程度かかります。　
　また、砂州は気象の影響を受けやすく、この時間帯どおりには
　出現しないこともあります。

夏休み期間中の砂州出現予想時刻

《知林ヶ島憲章》
１ 自然の摂理を理解し 安全に砂州を渡る 
２ ごみは捨てず すべて持ち帰る
３ 動植物は採らない また持ち込まない
４ 島内では禁煙・火気厳禁とする
５ 遊歩道をはずれて むやみに歩かない
６ 渡島記念の落書きをしない 

もうすぐ夏休み

注意事項

銅像のイメージ
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保
険
証
の
切
り
替
え
方
法

■
普
通
郵
便
で
送
付

新
し
い
保
険
証
は
、
普
通
郵
便

で
送
付
し
ま
す
。
住
民
票
と
異

な
る
住
所
へ
の
送
付
や
簡
易
書

留
（
書
留
料
自
己
負
担
）
で
の

送
付
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
を
希
望
し
な
い
場
合

○
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
窓
口

で
の
切
り
替
え
期
間

　

７
月
９
日（
月
）～
11
日（
水
）

○
持
参
す
る
も
の

　

切
り
替
え
る
保
険
証

　

印
鑑
（
認
め
印
可
）

　

７
月
19
日（
木
）に
任
期
満
了
と

な
る
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
も
前
回
と
同
様
、

旧
市
町
ご
と
に
選
挙
区
と
定
数
を

設
け
て
実
施
し
ま
す
。

　

７
月
９
日（
月
）

○
指
宿
選
挙
区　

11
人

○
山
川
選
挙
区　

８
人

○
開
聞
選
挙
区　

７
人

　

７
月
16
日（
月
）７
時
～
18
時

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
満
20
歳
以
上

の
人
は
、
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙

権
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
農
業
に
従
事
し
て
い

て
も
、
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
人
は
、
選
挙
権
が
あ

り
ま
せ
ん
。

①　

10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
人

②　

①
と
同
居
す
る
親
族
ま
た
は

配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
人

③　

10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
ま
た
は
社
員
で
、
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
の
農
業
に
従
事

し
て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
認

め
た
人

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、

買
い
物
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
た
め

投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
次
の

期
間
と
場
所
で
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。
入
場
券
を
持
参
の
上
、

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場

合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

　

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間

　

７
月
10
日（
火
）～
15
日（
日
）

　

８
時
30
分
～
20
時

■
期
日
前
投
票
所

○
指
宿
選
挙
区

　

指
宿
庁
舎

○
山
川
選
挙
区

　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

○
開
聞
選
挙
区

　

開
聞
庁
舎

　

入
場
券
を
投
票
所
に
持
参
し
、

受
付
で
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
に
候
補

者
１
人
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
し

ま
す
。
自
筆
で
き
な
い
人
は
、
そ

の
旨
を
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
候
補
者
の
氏
名
を
２
人

以
上
書
い
た
場
合
や
、
候
補
者
以

外
の
氏
名
を
書
い
た
場
合
は
無
効

と
な
り
ま
す
。

　

書
き
間
違
っ
た
場
合
は
、
２
本

線
で
消
し
て
、
書
き
直
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

７
月
16
日（
月
）19
時
30

　

分
～

■
場
所　

○
指
宿
選
挙
区　

中
央
公
民
館

○
山
川
選
挙
区　
山
川
文
化
ホ
ー
ル

○
開
聞
選
挙
区　

開
聞
庁
舎

　

告
示
日
の
７
月
９
日（
月
）17
時

ま
で
指
宿
庁
舎
大
会
議
室
で
、
立

候
補
届
出
の
受
け
付
け
を
し
ま
す

が
、
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
選
挙

区
に
つ
い
て
は
無
投
票
と
な
り
、

選
挙
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
場
合
は
、
公
民
館
長
に
連

絡
し
、
地
区
放
送
な
ど
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
地

区
放
送
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）

※
国
保
は
世
帯
主
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
は
本
人
に
対
し
て

切
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

※
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は
、

依
頼
人
の
保
険
証
と
印
鑑
、
代

理
人
の
印
鑑
と
身
分
を
証
明
す

る
も
の
（
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

○
受
取
窓
口

【
指
宿
地
域
】
健
康
増
進
課
健
康

保
険
係

【
山
川
・
開
聞
地
域
】
居
住
地
域

の
支
所
の
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限

　

平
成
25
年
７
月
31
日
ま
で

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

有
効
期
限
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
。
有
効
期
限
満
了
前
に
、

あ
ら
た
め
て
通
知
し
ま
す
。

○
65
歳
に
な
る
退
職
被
保
険
者
お

よ
び
そ
の
被
扶
養
者
（
65
歳
の

誕
生
日
の
翌
月
か
ら
一
般
被
保

険
者
に
移
行
す
る
た
め
）

○
70
歳
に
な
る
人
（
70
歳
の
誕
生

日
の
翌
月
か
ら
高
齢
受
給
者
証

の
対
象
者
と
な
る
た
め
）

○
75
歳
に
な
る
人
（
75
歳
の
誕
生

日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
移
行
す
る
た
め
）

古
い
保
険
証
に
つ
い
て

　

有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
、

各
自
で
確
実
に
処
分
す
る
か
国
保

窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
用
保
険
証

　

修
学
の
た
め
他
市
町
村
へ
転
出

す
る
場
合
は
、
国
保
窓
口
へ
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　
保
険
税
・
保
険
料
が
未
納
の
場
合

　

国
保
税
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
未
納
の
場
合
は
、
居

住
地
域
の
市
役
所
庁
舎
の
税
務
課

窓
口
で
納
税
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
後
、
国
保
窓
口
で
の
切

り
替
え
に
な
り
ま
す
。

■
短
期
保
険
証

　

保
険
税
・
保
険
料
に
未
納
期
間

　

が
あ
る
と
、
１
カ
月
の
短
期
保

　

険
証
に
な
り
ま
す
。

■
被
保
険
者
資
格
証
明
書

　

未
納
期
間
が
１
年
を
経
過
し
て

　

い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
資
格

　

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の

　

証
明
書
は
、
国
保
の
資
格
が
あ

　

る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も

　

の
で
、
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全

　

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
切
り
替
え

　

現
在
使
用
し
て
い
る
限
度
額
適

用
認
定
証
や
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

は
、
今
月
末
日
ま
で
で
す
。
引
き

続
き
必
要
な
人
は
、
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。
国
保
窓
口
で
８
月

１
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

の
限
度
額
適
用
認
定
証
を
持
っ

　

て
い
る
人
に
は
、
新
し
い
保
険

　

証
と
併
せ
て
同
封
し
ま
す
の
で
、

　

更
新
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄

　

保
険
証
の
裏
面
に
「
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

臓
器
提
供
に
関
す
る
自
分
の
意
思

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
の
欄
へ
の
記
入
は
自
由
で
す
。

健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら

　

指
宿
市
の
国
保
に
加
入
し
て
い

た
人
が
、
市
外
へ
の
引
っ
越
し
や

他
の
健
康
保
険
へ
の
加
入
な
ど
で

指
宿
市
の
国
保
の
資
格
を
喪
失
し

た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
指
宿
市

の
国
保
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

新
し
く
加
入
し
た
社
会
保
険
証
な

ど
が
交
付
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

指
宿
市
の
国
保
は
使
え
ま
せ
ん
。

通
院
や
治
療
中
な
ど
の
場
合
は
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
使
え
な
く
な
っ
た
指
宿

市
の
健
康
保
険
証
は
、
必
ず
市
に

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
喪
失

後
に
国
保
を
使
用
し
た
場
合
は
、

後
日
、
市
が
負
担
し
た
医
療
費
を

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
６
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

国
民
健
康
保
険
証

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

　
　
　
　
　
　

の
切
り
替
え

　
　
　
　
　
　

７
月
中
に
郵
送
し
ま
す▲新・後期高齢者医療被保険者証

▲新・国民健康保険被保険者証

第１投票区 丹波小学校
第２投票区 南指宿中学校
第３投票区 柳田小学校
第４投票区 魚見小学校
第５投票区 道下公民館
第６投票区 指宿小学校
第７投票区 垂門公民館
第８投票区 今和泉小学校
第９投票区 小牧公民館
第10投票区 新西方中央公民館
第11投票区 池田小学校
第12投票区 新永吉公民館

第13投票区 山川文化ホール
第14投票区 成川区民センター
第15投票区 小川区集落センター
第16投票区 大山集落センター
第17投票区 徳光公民館
第18投票区 浜児ヶ水集落センター
第19投票区 利永集落センター
第20投票区 尾下公民館

第21投票区 川尻小学校
第22投票区 開聞児童館
第23投票区 開聞農村環境改善センター
第24投票区 十町西部地区農村研修センター
第25投票区 上野地区営農研修館

投票区については、次のとおりです。

【指宿選挙区】

【山川選挙区】

【開聞選挙区】

※第２、第６、第８、第12、第20、第21
投票所の投票時間は、16時までです。

告
示
日

定　

数

投
票
日
・
時
間

投
票
で
き
る
人

期
日
前
投
票

投
票
の
方
法

開　

票

無
投
票
と
な
っ
た
場
合

市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

７
月
16
日（
月
）は
投
票
日
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まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　肥後シツエさん（湊北）が5月23日に満100歳を迎
えました。市と市社会福祉協議会は祝い金と記念品
を贈り、長寿を祝いました。肥後さんは現在、湯之
里園で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ね
ると、「人との交流やお世話、おしゃれが好きなこと、
おおらかな性格で生活していることでしょうか｣（肥
後さんの親族）と話してくれました。いつまでも元
気で長生きしてください。

肥後シツエさん

寄付を渡す西中川会長（中央左）

い つまでも長生きを
100歳長寿を祝う

　５月25日、公民館活動の充実に努め、公民館講座
や自主講座等の推進、青少年の健全育成に取り組ん
でいる公民館主事等に贈られる公民館主事等表彰式
が県自治会館で開催されました。本市から丹波校区
の末吉征德さん（中小路）、魚見校区の向吉一行さん
（下里）、川尻校区の川畑律子さん（川尻北）の３氏
が長年の活動に対し表彰され、同日、豊留市長へ報
告に来庁しました。

　５月22日、指宿商業高校の３年生を対象に就職セ
ミナーが開催されました。同校卒業生や地元企業の
先輩が、自分の職場での体験談やあいさつの大切さ
など話し、生徒らは進路に対する意識・考え方をさ
らに高めることができました。市山理香さん（市山
下）は、「残りの高校生活で、他の人に負けない自分
の長所を伸ばして、就職活動につながるよう頑張り
たい」と話してくれました。

地 域に密着した活動が評価

未 来の自分を考える

３氏が公民館主事表彰

指商で就職セミナーが開催

左２人目から末吉さん、向吉さん、川畑さん

あいさつの指導を受ける生徒たち

　５月21日、北指宿中第５回卒業生の同窓会が行わ
れ、その席で母校のためにと募金が集められました。
24日、卒業生の代表らが母校を訪れ、同窓会会長の
西中川惠さん（中川）が、「後輩たちが事故なく健康
であってほしい。寄付金は学校が必要なものに使っ
てください」と集まった寄付金を手渡し、今井浄校
長は、「ありがとうございます。大切に使わせていた
だきます」とお礼を述べました。

母 校への思い、いつまでも
北指宿中卒業生が母校に寄付

　５月20日、大阪市で関西かいもん会の第17回総会
が行われ、約160人の会員が参加しました。本市か
らは前田副議長、井上開聞支所長が出席しました。
総会では役員改選が行われ、８年間会長を務めた迫
田博美氏は顧問に就任し、新たに末吉茂廣氏が会長
に就任しました。会終了後の懇親会では、有村良美
さん（川尻出身）の歌謡ショーや、ふるさとの物産
が当たる抽選会で盛り上がりました。

故 郷への思い語り合う
関西かいもん会が総会

今年度の活動計画や予算案を協議

　４月２日、指宿商業高校が高校としては全国初の株
式会社を設立しました。学校を母体に、全校生徒590
人が社員兼株主となり１人1,000円を出資。社員兼株
主を率いる株式会社「指商」の代表取締役社長には、
元同校事務長の宮ノ前孝義さん（潟口）が就任しまし
た。生徒が仕入れから決算までをこなす「指商デパー
ト」を軸に、コンビニエンスストアと連携した商品開
発を組織的に取り組むなど、企業活動の実践を通して、
企業家や即戦力となる人材を育てることが狙いです。
５月１日、臨時株主総会を開き宮ノ前社長は、「わくわ
く感と責任を感じるが、手を取り合い力強くスタート
させよう」とあいさつし、今後の営業方針を確認しま
した。また、24日には初の定期株主総会が開かれ、取
締役員の紹介や株式会社「指商」の運営、営業などを
まとめる統括事業本部に入る幹部生徒の選任議案を可
決しました。地域活性化に向けた生徒たちの今後の活
躍が期待されます。

地 域の活性化にも期待
全国初！株式会社「指商」が設立

設立にあたり説明を行う増利校長

株式会社「指商」に意欲を燃やす

定期株主総会で議案の決議を諮る 議決承認された統括事業本部の幹部生徒
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　５月25日、鹿児島市で開催された鹿児島指宿会（田
之上政和会長）の第28期総会に63人の会員が集い、
市からも豊留市長や森議長らが出席しました。会で
は役員改選が行われ、新役員に大西正三会長らが就
任しました。また、「市長と語る会」も催され、観光
振興や高齢者の生きがいづくりなど意見交換が行わ
れました。懇親会では市民歌を歌うなど、和やかな
雰囲気の中、ふるさとの話題で盛り上がりました。

　５月26・27日、市営陸上競技場をメーン会場に、
各都道府県の代表187チームが集まり、第27回全国
選抜ゲートボール大会が開催されました。初日は雨
の中で開会式と予選リーグ戦となりましたが、２日
目は晴天に恵まれ、どのチームも日ごろ鍛えた技を
惜しみなく発揮していました。結果は、鹿児島県代
表として出場した伊集院チームが、男子シニアクラ
スで見事に優勝・全国制覇を達成しました。

市長らを囲み記念撮影

戦略どおりに球を打てるか

市 長とふるさとを語る

県 代表チームが熱戦

鹿児島指宿会が総会

全国選抜ゲートボール大会が開催

　５月26日、指宿高校卒業生らによる、東京柏会同
窓会が開催され、関東圏に在住する約100人が集ま
り旧友との親睦を図りました。今年、創立90周年を
迎える同校からは、山下和則校長らも来賓として招
待されました。上野三郎会長は、「会員相互の絆

きずな

を強
くし、母校発展のために私たちが母校に赴くなど、
積極的に活動して行きましょう」とあいさつ。懇親
会では、おはら節を踊るなど盛会に行われました。

　５月27日、旧指宿海軍航空基地跡から出撃した特
攻隊員らの慰霊追悼式が、基地跡にある「哀惜の碑」
前で行われました。式には遺族ら約120人が参列し、
御霊に黙とうを捧

さ さ

げました。旧指宿海軍航空基地は
太平洋戦争末期、本土最南端の航空基地として田良
浜に建設され、特攻隊員として82人が飛び立ちまし
た。また、基地周辺では空襲などを受けた一般市民
を含め192人が犠牲になりました。

東 京で創立90周年を祝う

英 霊らをしのぶ

東京柏会が同窓会

「哀惜の碑」前で慰霊追悼式

まちの話題

　市を訪れる観光客をたくさんの手旗でもてなす「い
ぶすき千本旗プロジェクト」が始まりました。６月
２日、プロジェクト初日の指宿港には市民ら約120
人が集まり、豊留市長が「心から多くの人をもてな
して、指宿の良さをお土産として持ち帰ってもらい
ましょう」とあいさつ。参加者は桟橋へと移動し黄
色い手旗を振ると、高速船に乗り込んだ観光客は、
「ありがとう」と応え、笑顔を見せていました。

　５月30日、指宿小の１年生44人が、学校に隣接す
る畑でイモ植え体験をしました。子どもたちは校区
の公民館長らで組織する学校応援団の皆さんから植
え方を教わりながら、約800本のサツマイモの苗を１
本ずつ丁寧に植え付けました。小屋敷航さん（外城
市）は、｢楽しかった。焼きイモにして食べるのが楽
しみです」と話し、秋の収穫祭が待ち遠しそうでし
た。

ハイビスカスが描かれた旗を振り見送る

大きく育てと願いながら植え付け

も てなしの心、より充実

大 きなイモになぁれ

いぶすき千本旗プロジェクトが始動

指宿小でイモ植え体験

　指宿商業高校の生徒が、企画提案したビワを使っ
たスイーツ「びわ姫」が完成し、６月６日、試食会
がありました。小牧農産加工組合が材料を提供し、
ますだや菓子工房の協力で商品化しました。昨年の
ビワかき氷「イッシーの卵」に続き、２度目になり
ます。試食した３年生の松木沙弥佳さん（後馬場）
は、「ビワの風味がよく、とてもおいしい。ぜひ、み
んなに食べてほしい」と話しました。

　指宿商業高校と姉妹校である韓国・永化女子情報
高校の生徒４人が、５月30日から８日間、生徒宅で
ホームステイをし、日本の文化などを学びました。
両校は平成２年から交流を続け、今年で23年目にな
ります。永化生を受け入れた１年生の大無田遥さん
（森松西）は、「互いの文化や知らない言葉などを教
えあって楽しかった。今後とも交流を深めていきた
い」と話してくれました。

生 徒企画第２弾、「びわ姫」

日 本文化を楽しく学ぶ

ビワを使った菓子の試食会

永
ヨンファ

化女子高生がホームステイ

「びわ姫」を試食する生徒

拍手で歓迎される永化高生 余興を楽しむ東京柏会の皆さん

英霊に献花する豊留市長
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　６月11日、利永小で集団下校時の安全指導が行わ
れました。地域の学校応援団の皆さんや指宿警察署
員も協力。児童らは、横断歩道の渡り方や危険箇所
の安全確認を行いながら下校しました。同応援団の
西田れい子さん（市山上）は、「子どもたちの通学路
の安全を再確認できた。学校応援団の活動は、地域
の人と子どもたちが顔見知りになれる。地域の輪が
広がっていってほしい」と話しました。

　６月13・14日、指宿小の２年生50人が、指宿まる
ごと観光ガイドや学校応援団の皆さんと、宮ヶ浜地
区のまち歩き探検を行いました。児童らは、同地区
に残る文化財や史跡、天然記念物の説明を受けなが
ら散策し、自分たちが住む地域の歴史や文化を学び
ました。２年生の木村大地さん（宮之前）は、「昔の
ことをたくさん聞けて勉強になりました。とても楽
しかったです」と話してくれました。

安全を確認しながら下校

観光ガイドに説明を受ける子どもたち

地 域で児童の安全見守る

歴 史を学び、地域を知る

利永小で安全指導

指宿小でまち歩き探検

　「地域の安全・安心プロジェクト」を推進するＪ
Ａいぶすきが、交通事故対策の啓発用品の購入にと、
指宿地区交通安全協会に約200万円の寄付をしまし
た。６月12日に贈呈式が行われ、同協会の吉鶴紀雄
会長（永吉）に手渡されました。吉鶴会長は、「本当
にありがたい。市民らに交通安全を理解していただ
き、１件でも事故が無くなるよう啓発活動をしてい
きたい」と話しました。

　６月15日、菜の花商工会青年部が特別養護老人ホ
ーム薩摩富士荘の入所者らに市特産の徳光スイカを
プレゼントしました。同会青年部の倉本哲部長（松
原田）は、「地域を支えてくださった皆さんへのお礼
です。これからも元気に長生きしてください」とあ
いさつ。早速、スイカを切り分け、入所者らに振る
舞われました。松元ヱ子さん（川尻北）は、「甘くて
とてもおいしい」と笑顔でした。

事 故のない社会へ

ス イカ食べて長生きしてね

ＪＡいぶすきが交通安全協会へ寄付

菜の花商工会がスイカを贈呈

まちの話題

寄付を受け取る吉鶴会長（左）

スイカを贈呈する倉本青年部長（右）

	 	 	 1 2 3 4
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2012

2012

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
山
川
港
を
中
心
と
し
た
、

中
世
か
ら
近
世
の
交
流
を
ひ
も
と

く
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

古
く
か
ら
国
際
貿
易
港
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
き
た
山
川
港
に

は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
と
成
果
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

築
き
上
げ
ら
れ
た
歴
史
に
つ
い

て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

■
日
時　

７
月
14
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

国
際
貿
易
港
「
山
川
港
」

が
果
た
し
た
役
割

■
講
師　

徳
永
和
喜
氏
（
県
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
）

■
対
象　

一
般

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

■
日
時　

７
月
21
日（
土
）～
22
日

　
（
日
）１
泊
２
日

※
雨
天
決
行 

■
場
所　

福
岡
県
う
き
は
市
、
大

分
県
日
田
市

■
集
合　

７
時
ま
で
に
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
指
宿
（
バ
ス
で
移
動
）

■
指
宿
着
予
定　

22
日（
日
）18
時

■
距
離　

両
日
と
も
約
８
～
10
㎞

■
参
加
料

○
会
員　
　

２
２
，０
０
０
円

○
非
会
員　

２
３
，０
０
０
円

※
バ
ス
・
食
事
・
宿
泊
費
等
含
む

■
申
込
締
切
日　

７
月
13
日（
金
）

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

☎
㉒
３
２
５
２

催
し

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

癒
や
し
の
空
間「
う
き
は
」と

水
郷
の
里「
日
田
」め
ぐ
り

ウ
オ
ー
ク

情報掲示板

■内容　いかだ作り体験、バナナボート体験、環
境学習講演会

■対象者　誰でも参加できます（ただし、バナナ
ボート体験は、小学３年生以上）。

■参加料　無料
■申込締切日　７月26日（木）　17：00まで
■申込方法　申込書に必要事項を記入の上、直接

持参、メール、FAXのいずれかで申し込んでく
ださい。

※申込書は、環境政策課に設置してあります。
　また、市ホームページからダウンロードするこ

ともできます。
　http://www.city.ibusuki.lg.jp
申し込み・問い合わせ先
　環境政策課環境政策係
　☎㉒2111（内線243）　FAX㉓4987
　　shimin-seikatsu@city.ibusuki.lg.jp

遊んで学ぼう環境問題

池田湖　　  フェスティバル水
第10回

日時　８月４日(土)  ９：00～13：00
場所　えぷろんはうす池田 受付８：30 ～

小雨決行
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情報掲示板 Information

体
験
入
校
生

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
木
工
・
建
築
大
工
の
体
験

入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
24
日（
火
）９
時
～

12
時
30
分

■
対
象
者　

中
学
・
高
校
生
、
一

般
（
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の
人
）

■
募
集
人
員　

30
人
（
先
着
）

■
参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
傷

害
保
険
料
は
自
己
負
担
）

■
準
備
す
る
も
の　

作
業
が
で
き

る
服
装
、
上
履
き

■
申
込
締
切
日　

７
月
19
日（
木
）

■
申
込
方
法　

事
前
に
問
い
合
わ

せ
の
上
、
各
中
学
、
高
校
、
職

業
安
定
所
に
設
置
し
て
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

平
成
25
年
度
生
の
推
薦
選
考

　

木
工
・
建
築
大
工
の
技
術
技
能

の
習
得
を
目
的
と
し
た
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
科
目　

室
内
造
形
科
・
建

築
工
学
科

■
募
集
期
間　

９
月
３
日（
月
）～

　

14
日（
金
）

■
応
募
資
格　

高
校
を
平
成
25
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人

■
選
考
日　

10
月
１
日（
月
）

■
選
考
方
法　

小
テ
ス
ト
（
数
学

Ⅰ
）、面
接

■
応
募
方
法　

学
校
を
通
じ
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
５

−

１
８
０
４

　

さ
つ
ま
町
船
木
８
８
１
番
地

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
係

　

☎
０
９
９
６-
５
３-
０
２
０
７

　

FＡX
０
９
９
６-

５
３-
０
９
９
３

　　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
25
年

指
宿
市
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
思
い
出
づ

く
り
に
参
加
し
、
成
人
式
を
盛
り

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者　

平
成
25
年
１
月
に
成

　

人
式
を
迎
え
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、

平
成
26
年
１
月
に
成
人
式
を
迎

　

え
る
人
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
31
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

　

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

　

市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

で
は
、
市
内
の
中
学
・
高
校
生
が
、

美
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通

じ
て
相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら

自
主
性
や
連
帯
感
を
育
て
、
心
身

の
健
全
育
成
に
努
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
中
高
生
ふ
る
さ
と
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
11
日（
土
）８
時
～

15
時
30
分

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
内
容　

美
化
活
動
お
よ
び
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
対
象
者　

市
内
在
住
お
よ
び
市

内
出
身
の
中
学
・
高
校
生

※
全
国
子
ど
も
会
の
相
互
扶
助
に

よ
る
見
舞
金
制
度
「
安
全
会
」

に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

■
チ
ー
ム
編
成

○
６
人
制
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

○
中
学
・
高
校
生
が
必
ず
コ
ー
ト

内
に
入
る
男
女
混
合
チ
ー
ム
で

あ
る
こ
と
。

○
６
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
保

護
者
２
人
ま
で
可
と
す
る
。

■
申
込
締
切
日　

８
月
８
日（
水
）

■
申
込
方
法　

中
央
公
民
館
に
設

置
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
持
参
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
㉔
４
５
６
９

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
で
は
、

繁
忙
期
に
従
事
す
る
登
録
パ
ー
ト

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
す
る

　

健
康
な
人

■
勤
務
時
間　

７
時
30
分
～
23
時

　

（
最
長
８
時
間
勤
務
）

■
勤
務
内
容　

砂
か
け
係
（
清
掃

業
務
、
浴
場
管
理
を
含
む
）

■
賃
金　

時
給
１
︐０
０
０
円
（
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
・
年
末
年

始
の
指
定
日
は
１
︐２
０
０
円
）

■
福
利
厚
生　

労
災
保
険
あ
り

■
勤
務
日　

砂
楽
か
ら
要
請
の
あ

る
日

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
、

最
近
撮
影
（
６
カ
月
以
内
）
し

た
上
半
身
の
写
真
を
張
り
、
本

人
が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

必
要
登
録
者
数
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

※
登
録
し
た
人
す
べ
て
に
業
務
が

発
生
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

☎
㉓
３
９
０
０

県
立
宮
之
城
高
等

技
術
専
門
校
の
入
校
生

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

思
い
出
の
成
人
式

中
高
生

ふ
る
さ
と
の
集
い

砂
楽
パ
ー
ト
の
登
録

募
集

青
少
年
・
青
少
年
団
体

　

市
で
は
、
心
身
と
も
に
健
全
な

青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
学
校
ま
た
は
社
会
生
活
に
お

い
て
善
行
や
他
の
模
範
と
な
っ
た

青
少
年
や
青
少
年
団
体
を
推
薦
し

て
も
ら
い
、
表
彰
し
ま
す
。

■
推
薦
対
象

○
社
会
福
祉

　

障
害
者
、
高
齢
者
等
に
対
す
る

慰
問
等
の
奉
仕
活
動
行
為

○
緊
急
時
貢
献

　

人
命
救
助
、
防
火
、
防
犯
、
事

故
防
止
ま
た
は
自
然
災
害
も
し

く
は
、
人
為
災
害
発
生
時
に
貢

献
し
た
行
為

○
隣
人
愛

　

友
人
等
自
分
の
周
り
に
い
る
人

に
対
し
て
、
誠
実
で
親
切
な
心

を
持
っ
て
そ
の
人
の
た
め
に
貢

献
し
た
行
為

○
自
然
保
護

　

自
然
環
境
の
保
護
ま
た
は
清
掃
、

植
栽
等
に
よ
る
生
活
環
境
美
化

活
動
も
し
く
は
、
環
境
衛
生
の

保
持
改
善
に
貢
献
し
た
行
為

○
努
力

　

い
か
な
る
環
境
に
も
負
け
ず
、

明
る
い
心
を
失
わ
な
い
で
学
業

や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
だ
行
為

○
そ
の
他

　

人
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
奉

仕
す
る
な
ど
の
行
為
を
し
た
青

少
年
お
よ
び
青
少
年
団
体

■
推
薦
方
法　

社
会
教
育
課
に
設

置
し
て
あ
る
推
薦
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
推
薦
締
切
日　

９
月
14
日（
金
）

■
推
薦
対
象
と
な
る
善
行
の
時
期

お
よ
び
期
間
等

○
現
在
も
継
続
中
の
も
の

○
自
主
的
で
積
極
的
な
意
思
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

長
年
に
わ
た
り
常
時
ま
た
は
定

期
的
に
継
続
さ
れ
、
か
つ
社
会

的
評
価
が
高
い
も
の

○
緊
急
時
貢
献
に
つ
い
て
は
、
過

去
１
年
間
に
行
わ
れ
た
善
行
ま

た
は
現
在
継
続
中
の
も
の

■
表
彰　

11
月
17
日（
土
）に
開
催

　

す
る
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　

ル
で
表
彰
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

　

市
で
は
、「
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映

画
祭
（
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画

祭
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
）」の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
い
ぶ
す

き
子
ど
も
映
画
祭
に
お
い
て
優
秀

な
作
品
は
、
11
月
に
兵
庫
県
南
あ

わ
じ
市
で
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
国

際
子
ど
も
映
画
祭
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
ま
す
。
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も

映
画
祭
は
、
ア
ジ
ア
の
国
々
の
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
、
多
種
多
様

な
作
品
が
集
う
大
会
で
す
。

　

こ
の
予
選
会
と
な
る
「
い
ぶ
す

き
子
ど
も
映
画
祭
」
に
参
加
し
て
、

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
想
い
を
世
界

に
届
け
ま
せ
ん
か
。

■
目
的　

子
ど
も
た
ち
が
ホ
ー
ム

ビ
デ
オ
で
撮
影
し
た
映
像
を
通

し
て
、
自
ら
の
想
い
を
伝
え
、

映
像
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
、

大
人
が
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
受
け
止
め
、

子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
悩

み
や
ど
の
よ
う
な
夢
を
持
っ
て

い
る
か
を
知
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
の
個
人
お
よ
び
グ
ル
ー

プ
■
作
品
テ
ー
マ　

「
あ
な
た
に
と

っ
て
の
命
」

■
応
募
規
定

○
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
た
３

分
間
の
映
像
作
品

○
１
個
人
（
１
グ
ル
ー
プ
）
に
つ

き
１
点
の
応
募

■
応
募
締
切
日　

９
月
５
日（
水
）

■
そ
の
他　

上
位
入
賞
者
は
南
あ

わ
じ
市
に
招
待
さ
れ
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
開
催
日

■
日
時　

10
月
13
日（
土
）14
時
～

■
場
所　

丹
波
小
学
校

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
実
行

委
員
会
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

善
行
表
彰
者
の
推
薦

アジア国際子ども映画祭　九州ブロック大会

〜キミの想
お も

いを映像に!〜

いぶすき子ども映画祭
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情報掲示板 Information

未調査区域

未調査区域

平成24年度　地籍調査区域図

平成22年度調査区

平成22年度調査区

平成23年度調査区

平成22年度調査区

調査区域

N

小村

下園

上玉利

玉利後迫

福元村後

○

○

○

○ 南指宿中学校

○
玉利配水池

○ 柳田小学校
○

砂入

溝畑

宮原

原ノ前

室屋

瀬戸口

後金供養
中原

石川原

脇屋敷

柴立

柴立ノ下

宮

下久保

込城

↑

大字　東方・十町及び十二町の各一部

市道宮久保線

○

山
ノ
川

玉利ノ前

五反歩

金供養
瀬坂原

松ヶ迫原

下小森迫

王子迫 橋口
下
西

園
田
ノ
下

湯ノ口

玉利
　園田 栫

外園迫
田

迫
田
前
田

庵ノ前

森脇
水玉利

平山ノ下

指宿高校

秋元交差点

国
道
２
２
６
号

旧合庁

柳
田
公
民
館

瀬坂村下

市
道
宮
上
玉
利
線

平
成
23
年
度
調
査
区

揖
宿
神
社

玉
利
公
民
館

地
籍
調
査
区
域
が
決
定　

　
　
　

南
指
宿
中
学
校
～
揖
宿
神
社
の
山
手
側
、

　
　
　

国
道
２
２
６
号
か
ら
西
の
地
域

　

平
成
24
年
度
の
地
籍
調
査
区
域
が
、
南

指
宿
中
学
校
か
ら
揖
宿
神
社
の
山
手
側
、

国
道
２
２
６
号
か
ら
西
の
地
域
に
決
ま
り

ま
し
た
。

　

市
で
は
毎
年
、
地
籍
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
十
町
・
十
二
町
・
湯

の
浜
・
大
牟
礼
・
東
方
・
西
方
地
区
に
お

け
る
主
に
住
宅
密
集
地
域
と
、
一
部
の
山

林
地
域
に
お
い
て
、
ま
だ
調
査
が
終
わ
っ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
調
査
が
終
わ

っ
て
い
な
い
区
域
の
地
図
は
、
明
治
時
代

に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し

も
現
状
と
一
致
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
、
地
籍
調
査
で
は
土
地
所
有
者

や
代
理
人
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
土
地
一

筆
ご
と
に
お
け
る
所
有
者
や
地
番
、
地
目
、

境
界
、
面
積
を
正
確
に
調
査
・
測
量
し
て

い
き
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
登
記
所
に
送
付
さ
れ
、
調

査
し
た
現
状
ど
お
り
に
登
記
簿
と
地
図
が

書
き
換
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
土
地
所
有
者
や
代
理
人
、

地
籍
調
査
推
進
員
の
協
力
に
よ
り
、
作
業

は
順
調
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
地
籍
調
査
に
つ
い
て
も
、
円

滑
に
作
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
区
域
内
に

お
け
る
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
監
理
課
地
籍
調
査
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
４
３
）

　

「
鹿
児
島
の
夏
！　

マ
ナ
ー
が

輝
く　

快
適
ロ
ー
ド
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交
通
マ
ナ

ー
を
正
し
く
守
り
、
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

７
月
21
日（
土
）～
30
日　

　
（
月
）

■
最
重
点
事
項　

高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

■
重
点
事
項

○
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
・
暴
走
等
無
謀
運
転

の
根
絶

○
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故
防

止
○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

問
い
合
わ
せ
先

　

危
機
管
理
室
安
全
安
心
対
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
１
）

　

指
宿
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
推

進
隊
で
は
、
愛
犬
に
パ
ト
ロ
ー
ル

グ
ッ
ズ
（
リ
ー
ド
カ
バ
ー
）
を
着

け
て
、
地
域
と
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
頭
数　

１
０
０
頭

■
必
要
事
項

○
飼
い
主
の
情
報

　

住
所
、
氏
名
、
中
学
校
区
、
電

話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
任

意
）

○
犬
の
情
報

　

犬
の
名
前
、
犬
種
、
性
別
、
犬

の
写
真
、
犬
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
１
０
０
字
以
内
）

■
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
添
え

て
、
本
人
が
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
７
月
９
日（
月
）～
８
月
17
日（
金
）

　

は
、
危
機
管
理
室
安
全
安
心
対

策
係
で
も
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
、
問
い
合
わ
せ
先

に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
宿
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://ibusuki-w
an-pat.lolipop.

jp/

■
そ
の
他

○
リ
ー
ド
カ
バ
ー
代
と
し
て
、
１

頭
に
つ
き
３
０
０
円
が
必
要
で

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
市
西
方
４
６
８
３

指
宿
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
推

進
隊
（
事
務
局　

上
野
秀
一
）

☎
㉕
２
２
４
７

○
指
宿
市
十
町
１
０
８
０

　

黒
木
総
合
動
物
病
院

　

☎
㉒
２
５
７
４

問
い
合
わ
せ
先

　

危
機
管
理
室
安
全
安
心
対
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
１
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
28
日

（
土
）の
日
本
肝
炎
デ
ー
を
中
心
と

し
て
、今
年
度
か
ら
７
月
23
日（
月
）

～
29
日（
日
）を
「
肝
炎
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
、

肝
疾
患
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
の

普
及
と
、
予
防
の
重
要
性
の
知
識

を
高
め
る
た
め
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
24
日（
火
）17
時
～

19
時

■
場
所　

指
宿
保
健
所

■
内
容　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

※
検
査
結
果
は
、
約
１
時
間
程
度

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
検
査
料　

無
料

■
申
込
方
法　

予
約
が
必
要
で
す

が
、
匿
名
、
無
料
で
実
施
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
保
健
所
保
健
係

☎
㉓
３
８
５
４

　

夏
に
な
る
と
紫
外
線
が
強
く
な

り
、
県
内
で
は
例
年
７
～
８
月
の

正
午
ご
ろ
が
非
常
に
強
く
な
り
ま

す
。
紫
外
線
の
浴
び
過
ぎ
は
、
健

康
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
紫
外
線
か
ら
私
た
ち
を

守
っ
て
い
る
の
が
オ
ゾ
ン
層
で
す
。

紫
外
線
と
オ
ゾ
ン
層
の
関
係

　

地
球
を
覆
う
よ

う
に
形
成
し
て
い

る
オ
ゾ
ン
層
は
、

有
害
な
紫
外
線
を

吸
収
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
気
中

に
放
出
さ
れ
る
フ

ロ
ン
の
量
が
増
加

す
る
と
、
オ
ゾ
ン

が
破
壊
さ
れ
て
、
地
上
に
届
く
紫

外
線
の
量
が
増
加
し
て
し
ま
い
ま

す
。

オ
ゾ
ン
層
を
守
る
た
め
に
次
の
こ

と
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
ス
プ
レ
ー
商
品
な
ど
を
購
入
す

る
際
は
、
フ
ロ
ン
類
を
使
用
し

て
い
な
い
ノ
ン
フ
ロ
ン
製
品
を

選
ぶ
。

○
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
を
廃
棄
す

る
際
に
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
き
、
家
電
小
売
店
な

ど
に
引
き
渡
し
て
処
理
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

夏
の

交
通
事
故
防
止
運
動

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

紫
外
線
を
防
ぐ

オ
ゾ
ン
層
を
守
ろ
う

お
知
ら
せ

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

ノンフロン製品についているマーク
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Information

み
ん
な
で
つ
く
る
美
し
い
ま
ち

　

市
で
は
、
清
潔
で
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
の
快
適

な
生
活
に
寄
与
す
る
た
め
、「
指
宿

市
空
き
缶
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
」

を
制
定
し
て
い
ま
す
。
条
例
に
違

反
す
る
と
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
行
為
な
ど
の
防
止
に

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
禁
止
さ
れ
る
行
為

○
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
ガ

ム
の
か
み
か
す
、
紙
く
ず
等
を

決
め
ら
れ
た
場
所
以
外
に
捨
て

る
行
為

○
犬
の
ふ
ん
を
放
置
し
て
、
道
路
、

公
園
等
の
公
共
の
場
所
な
ど
を

汚
す
行
為

※
犬
の
散
歩
に
は
、
シ
ャ
ベ
ル
や

袋
な
ど
、
ふ
ん
の
回
収
に
必
要

な
用
具
を
持
っ
て
出
掛
け
ま
し

ょ
う
。

○
公
共
の
場
所
な
ど
に
お
い
て
、

催
し
の
開
催
や
印
刷
物
の
配
布

な
ど
で
出
た
ご
み
を
回
収
し
な

い
行
為

○
自
動
販
売
機
に
回
収
容
器
を
設

置
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
設
置

し
て
い
て
も
適
正
な
管
理
を
し

な
い
行
為

※
自
動
販
売
機
か
ら
５
ｍ
以
内
に

回
収
容
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■
罰
則　

ポ
イ
捨
て
や
犬
の
ふ
ん

　

を
放
置
す
る
な
ど
の
禁
止
事
項

に
違
反
し
た
人
に
は
、
原
状
回

復
の
指
導
、
勧
告
、
命
令
が
な

さ
れ
ま
す
。
命
令
に
従
わ
な
い

と
き
は
、
５
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
係

　

☎
㉞
１
１
１
３
（
内
線
１
１
４
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

　

損
害
賠
償
額
の
精
査
、
治
療
や

後
遺
症
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
な

ど
、
交
通
事
故
に
関
す
る
す
べ
て

の
相
談
が
可
能
で
す
。

■
日
時　

７
月
28
日（
土
）10
時
～

15
時

※
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
も
で
き

　

ま
す
。（
月
～
金
９
時
～
16
時
）

■
場
所　

市
民
会
館
小
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
交
通
事
故
被
害
者
救
済

　

推
進
協
会

　

南
薩
地
区
担
当　

有
田
ム
ツ
ミ

　

☎
０
９
９-

３
４
５-

１
０
８
９

交
通
事
故
の

無
料
相
談
会

や
め
よ
う
ポ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
は

持
ち
帰
ろ
う

　

開
聞
地
域
の
粗
大
ご
み
収
集
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
収
集
日

○
７
月
25
日（
水
）

　

十
町
区
（
た
だ
し
、
松
原
田
集

落
を
除
く
）

○
７
月
27
日（
金
）

　

仙
田
区
・
上
野
区

■
ご
み
出
し
時
間

　

７
時
～
８
時
30
分

■
ご
み
の
出
し
方

「
燃
え
る
も
の
」
と
「
燃
え
な

い
も
の
」
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
収
集
所
に
出
せ
な
い
も
の

○
特
定
家
電
ご
み　

テ
レ
ビ
、
冷

蔵（
凍
）庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾

燥
機
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン

○
危
険
ご
み　

医
薬
品
、
農
薬
類
、

消
火
器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ガ
ス

　

ボ
ン
ベ
、
ピ
ク
リ
ン
缶
な
ど

○
有
害
ご
み　

塗
料
類

○
処
理
困
難
ご
み　

バ
イ
ク
、
タ

イ
ヤ
、
農
機
具
、
農
機
具
部
品
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
パ
イ
プ
な
ど

※
販
売
店
や
専
門
業
者
へ
処
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
ご
み　

事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
ご
み

■
注
意
事
項

○
特
大
の
指
定
ご
み
袋
に
入
る
も

の
は
、
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な

い
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
事
故
防
止
の
た
め
、
粗
大
ご
み

は
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

○
扉
の
あ
る
も
の
は
、
開
か
な
い

よ
う
に
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
で
し

っ
か
り
と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

○
で
き
る
だ
け
分
解
す
る
な
ど
小

さ
く
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
粗
大
ご
み
収
集
所
は
、
通
常
の

ご
み
収
集
所
と
は
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て
は
粗
大

ご
み
収
集
所
が
設
置
さ
れ
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
地

区
公
民
館
長
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

○
指
定
時
間
外
に
出
さ
れ
た
ご
み

は
回
収
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

７月８日（日）は
県知事選挙の
投票日です

■投票日　７月８日（日）
７時～18時（ただし、鰻地区
と尾下地区は16時まで）

※終了時刻に注意してください。
問い合わせ先
　市選挙管理委員会事務局
　☎㉒2111（内線114）

開
聞
地
域
の
粗
大
ご
み
収
集

情報掲示板

切り取り

切り取り 　

愛
玩
用
に
野
鳥
を
飼
う
場
合
、

乱
獲
防
止
の
た
め
登
録
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
な

捕
獲
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

違
反
し
た
場
合
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

飼
養
登
録
の
更
新

登
録
票
の
有
効
期
間
の
更
新
や
、

再
交
付
を
受
け
る
場
合
は
、
次

の
更
新
（
再
交
付
）
手
数
料
と

合
わ
せ
て
申
請
が
必
要
で
す
。

○
登
録
票
更
新
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　

 

３
，４
０
０
円

○
登
録
票
再
交
付
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　

 

３
，４
０
０
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係
（
い

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

　

最
近
、
市
内
で
は
犬
の
ふ
ん
を

そ
の
ま
ま
し
た
り
、
犬
の
放
し
飼

い
に
よ
り
人
を
咬か

ん
だ
り
、
飛
び

掛
っ
た
り
す
る
事
故
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

飼
い
犬
は
、
自
宅
等
に
係
留
し
、

散
歩
中
の
ふ
ん
は
、
飼
い
主
が
き

ち
ん
と
持
ち
帰
り
、
周
囲
の
皆
さ

ん
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
か
わ
い
そ
う
」、「
か
わ

い
い
」
と
思
う
気
持
ち
で
、
猫
に

え
さ
を
与
え
て
い
る
人
が
い
る
た

め
、
ふ
ん
や
に
お
い
等
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

周
囲
の
迷
惑
も
考
え
、
犬
、
猫

は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

　

い
ぶ
す
き
お
も
ち
ゃ
病
院
は
、

子
ど
も
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る

お
も
ち
ゃ
の
修
理
活
動
を
通
じ
て

「
も
の
」
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
14
日（
土
）14
時
～

　

16
時

※
毎
月
第
２
土
曜
日
14
時
～
16
時

　

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
場
所　

指
宿
老
人
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
■
修
理
代　

無
料

※
部
品
交
換
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
指
宿
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
５
５
４
３

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
今
年
で
62
回
目
を
迎
え
ま
す
。

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
防

止
へ
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

法
務
省
主
唱
の
全
国
的
な
運
動
で

す
。

　

毎
年
、「
更
生
保
護
の
日
」
で
あ

る
７
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
を
強

調
月
間
と
し
て
、
全
国
で
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
で
は
次
の
方
々
が

保
護
司
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
て
、
罪
を
犯
し
た
人
の

更
生
の
手
助
け
や
犯
罪
・
非
行
防

止
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
護
司
（
敬
称
略
）

大
園　

弘
二　
　

☎
㉓
４
２
０
１

辻　
　

テ
ル
子　

☎
㉔
４
６
０
５

金
田　

み
よ
し　

☎
㉓
２
３
１
７

牧
口　

和
義　
　

☎
㉒
３
７
１
９

中
間　

弘　
　
　

☎
㉓
４
４
１
９

片
野
田　

勉　
　

☎
㉒
３
０
４
０

池
本　

弘　
　
　

☎
㉕
５
１
６
４

幸
野　

昌
廣　
　

☎
㉒
４
０
５
２

片
野
田　

茂
樹　

☎
㉓
３
８
２
２

家
中　

義
嵩　
　

☎
㉒
３
３
３
５

髙
﨑　

幸
隆　
　

☎
㉒
２
３
０
２

藤
岡　

香
代
子　

☎
㉒
２
０
０
６

美
代　

隆
仁　
　

☎
㉖
２
３
２
１

甲
子　

順
由　
　

☎
㉞
０
３
２
６

大
石　

大
教　
　

☎
㉟
０
０
２
４

伊
佐　

幸
子　
　

☎
㉞
０
４
０
８

神
薗　

美
従　
　

☎
㉞
０
２
０
４

七
夕　

利
久　
　

☎
㉜
４
７
５
１

前
畑　

實
利　
　

☎
㉜
２
３
０
９

浜
田　

藤
幸　
　

☎
㉜
５
０
０
５

問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

野
鳥
の
登
録
更
新
を

忘
れ
ず
に

犬
の
正
し
い
飼
い
方

野
良
猫
へ
の
餌
付
け

い
ぶ
す
き

お
も
ち
ゃ
病
院

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
は
強
調
月
間

ヘルシーランド露天風呂～たまて箱温泉～

　日ごろのご愛顧に感謝し、７月を「お客さま感謝
月間」として、露天風呂入浴割引を実施します。入
浴割引券を切り取り、受付に提出してください。

○毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）は休館日です。
※露天風呂は、偶数日が男性「和風」、女性「洋風」、奇数日は逆
　になります。
○大人は330円、子ども（小学生以下）は200円で入浴できます。
○本券１枚で５名様まで割引料金できます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります。（コピー・印刷不可）

切
り
取
り露天風呂入浴割引券

入浴割引サービス月間

有効期限　平成24年７月１日（日）～31日（火）
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情報掲示板 Information

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
79

女
性
の
人
権

　

高
度
情
報
化
・
国
際
化
の
進
展
、

少
子
高
齢
社
会
の
進
行
、
市
民
ニ

ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
社
会
・
経

済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
女
性
を
取

り
巻
く
環
境
も
変
わ
り
、
多
く
の

女
性
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
追

及
で
き
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
男
女
の
役
割
に
つ
い

て
の
固
定
観
念
や
差
別
意
識
は
ま

だ
ま
だ
根
強
く
、
女
性
に
家
事
や

子
育
て
、
介
護
の
負
担
を
求
め
、

女
性
の
社
会
参
画
を
困
難
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
自
分
の
能
力
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
男
女
が
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
家
庭
や
学
校
、

職
場
、
地
域
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
参
画
し
て
い
く
社
会
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、

男
や
女
と
い
う
偏
見
で
は
な
く
、

一
人
の
人
間
と
し
て
個
性
を
生
か

し
た
生
き
方
の
実
現
に
努
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

自衛隊知覧分駐所では、次の日程で
自衛官募集説明会を開催します。

自衛官の募集説明会自衛官の募集説明会
■第１回説明会
　日時：７月24日（火）　18：00〜
　場所：山川文化ホール
■第２回説明会		 	
　日時：７月25日（水）　18：00〜
　場所：開聞コミュニティ消防センター
■第３回説明会
　日時：７月26日（木）　18：00〜
　場所：中央公民館

募　集　科　目 資　　　格 受　付　期　間 試　験　期　日

自衛官候補生
男子

18歳以上
27歳未満の人 ８月１日㈬～９月７日㈮

受付時にお知らせします。

女子 ９月23日㈰～26日㈬
（いずれか指定日）

一般曹候補生 18歳以上
27歳未満の人 ８月１日㈬～９月７日㈮

１次：９月17日㈪
２次：10月４日㈭～11日㈭
　　　（いずれか指定日）

航空学生（海上・航空） 18歳以上
21歳未満の人 ８月１日㈬～９月７日㈮

１次：９月22日㈯
２次：10月13日㈯～18日㈭
　　　（いずれか指定日）

看護学生 18歳以上
24歳未満の人 ９月３日㈪～10月１日㈪ １次：10月20日㈯

２次：11月17日㈯または18日㈰

防衛大学校学生

推薦

18歳以上
21歳未満の人

９月３日㈪～９月５日㈬ ９月29日㈯・30日㈰
総合
選抜 ９月３日㈪～９月５日㈬ １次：９月29日㈯

２次：10月20日㈯・21日㈰

一般
（前期） ９月３日㈪～10月１日㈪

１次：11月10日㈯・11日㈰
２次：12月11日㈫～15日㈯
　　　（いずれか指定日）

一般
（後期）

平成25年
１月23日㈬～２月１日㈮

１次：平成25年３月２日㈯
２次：平成25年３月15日㈮

防衛医科大学校学生 18歳以上
21歳未満の人 ９月３日㈪～10月１日㈪

１次：10月27日㈯・28日㈰
２次：12月５日㈬～７日㈮
　　　（いずれか指定日）

問い合わせ先
○自衛官知覧分駐所（南九州市役所内）☎0993�1811　　pco.chiran-area＠cup.ocn.ne.jp
○危機管理室安全安心対策係　☎㉒2111（内線151）
※詳しい情報は、ホームページをご覧ください。http://www.mod.go.jp/pco/kagoshima/

　

国
が
指
定
す
る
特
殊
病
害
虫
の

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
は
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
重
要
害
虫
で
す
。

　

発
生
す
る
と
防
除
に
多
大
な
時

間
と
費
用
を
要
す
る
た
め
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
生
産
と
関
連
す
る
産
業

に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
18
年
に
発
生
が

確
認
さ
れ
、
平
成
24
年
３
月
に
緊

急
防
除
が
終
了
し
た
ば
か
り
で
す
。

　

し
か
し
、
今
年
も
市
内
の
全
域

を
対
象
に
、
市
と
県
で
、
ア
リ
モ

ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
再
発
防
止
の
た

め
に
、
引
き
続
き
侵
入
警
戒
用
の

ト
ラ
ッ
プ
（
罠わ

な

）
を
設
置
し
、
調

査
を
行
い
ま
す
。

■
設
置
期
間　

７
月
19
日（
木
）～

　

10
月
25
日（
木
）

※
調
査
は
２
週
間
間
隔
で
行
い
ま

す
。

■
設
置
場
所　

市
内
全
域
（
指
宿

地
域
50
カ
所
、
山
川
地
域
40
カ

所
、
開
聞
地
域
30
カ
所
）

※
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
、
ノ
ア
サ
ガ
オ
、

グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
群
落
等
の

周
辺
に
設
置
し
ま
す
。

■
特
徴　

性
フ
ェ
ロ
モ
ン
（
メ
ス

の
臭に
お

い
）
を
使
っ
て
、
広
い
範

囲
で
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の

有
無
を
確
認
し
ま
す
。

■
注
意　

粘
着
板
が
付
く
の
で
触

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
県
病
害
虫
防
除
所

　

☎
０
９
９-

２
４
５-

１
１
５
７

○
南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

　

指
宿
市
十
二
町
駐
在

　

☎
㉒
６
４
２
２

○
農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

ま
す
が
、
平
成
７
年
か
ら
昨
年
ま

で
13
回
実
施
し
た
「
指
宿
市
青
少

年
海
外
派
遣
事
業
」
で
は
、
本
市

の
中
高
生
約
２
３
０
人
が
参
加
し
、

ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
市
で
青
少
年

や
市
民
と
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
将
来
の
両
市
の

親
善
大
使
に
な
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
、
ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ

ト
ン
市
の
生
徒
を
見
か
け
た
ら
、

ぜ
ひ
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

７
月
６
日（
金
）～
13
日

　
（
金
）

■
受
入
生
徒　

ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト

ン
・
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の

中
高
校
生

交
流
の
歩
み

　

ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
市
と
は
旧

指
宿
市
が
昭
和
55
年
に
姉
妹
都
市

　

市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
連
邦
ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト

ン
市
の
中
高
生
16
人
が
、
７
月
に

本
市
を
訪
れ
、
市
内
の
家
庭
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
す
。
期
間
中
、

生
徒
は
、
市
内
の
学
校
で
体
験
授

業
を
受
け
た
り
、
日
本
文
化
の
体

験
を
し
た
り
し
ま
す
。

　

ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
市
の
中
高

生
は
、
今
回
初
め
て
本
市
を
訪
れ

盟
約
を
提
携
し
て
お
り
、
今
年
で

32
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
盟

約
提
携
を
記
念
し
て
、
昭
和
57
年

に
は
ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
市
に
「
日

本
庭
園
」
が
、
そ
の
翌
年
に
は
、

本
市
に
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
森
」

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
な
の
は
な
館
か
ら
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
森
に
至
る
通
り（
愛

称
ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
通
り
）
に

あ
る
「
ベ
ル
モ
ン
ト
レ
ッ
ド
（
赤

牛
）
の
像
」
は
、
ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ

ト
ン
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
畜
産

業
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
本
市
に
贈

ら
れ
、
本
市
か
ら
は
、「
砂
む
し
温

泉
に
憩
う
乙
女
像
」
を
贈
っ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
企
画
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ

引
き
続
き
侵
入
警
戒
調
査

〜
本
市
で
初
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
〜

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
市
の
中
高
生

姉
妹
都
市
交
流
事
業

昨年の海外派遣の生徒

30広報いぶすき　７月号2012.７　No.79ⅠBUSUKⅠ31



　
　
　

が
家
の
息
子
２
人
が
関
東

　
　
　

に
就
職
し
て
い
る
の
で
、

家
で
収
穫
し
た
野
菜
な
ど
と
一
緒

に
広
報
い
ぶ
す
き
も
入
れ
て
あ
げ

る
と
、
と
て
も
懐
か
し
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。
た
ま
に
、
知
人
が
載

っ
て
い
る
と
感
動
す
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
く
と
私
も
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

充
実
し
た
広
報
紙
づ
く
り
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
53
歳
・
た
ん
ぽ
ぽ
）

　
　
　

宿
を
離
れ
て
暮
ら
す
家
族

　
　
　

に
と
っ
て
、
や
は
り
故
郷

は
気
に
掛
か
る
も
の
な
の
で
し
ょ

う
ね
。
こ
れ
か
ら
も
、
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
親
し
み
や
す
い

広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。

　
　
　

が
家
の
縁
側
に
緑
の
カ
ー

　
　
　

テ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
１

月
に
種
を
植
え
て
、
大
変
き
れ
い

に
育
ち
ま
し
た
。
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
お
か
げ
で
、
窓
か
ら
は
涼
し
い

風
が
入
っ
て
と
て
も
快
適
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ー
ヤ
も

収
穫
で
き
、
栄
養
も
つ
け
て
い
ま

す
。

（
62
歳
・
指
宿
の
よ
う
こ
サ
マ
）

　
　
　

年
の
夏
も
、
電
力
不
足
が

　
　
　

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ

コ
な
生
活
を
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
、

続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

月
広
報
紙
を
読
ん
で
い
ま

　
　
　

す
。
指
宿
の
出
来
事
が
分

か
り
や
す
く
載
っ
て
い
る
し
、
楽

し
い
で
す
。
ま
た
家
族
で
温
泉
に

行
き
た
い
で
す
。
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
に
疲
れ
を
取
っ
て
ほ
し
い

か
ら
、
ク
イ
ズ
の
賞
品
が
当
た
り

ま
す
よ
う
に
。

　
　
　

（
11
歳
・
リ
ラ
ッ
ク
マ
）

　
　
　

ど
も
か
ら
両
親
へ
、
日
ご

　
　
　

ろ
の
感
謝
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
お
知
ら
せ
版
の
ク
イ
ズ
の

賞
品
、
当
選
し
て
い
る
と
い
い
で

す
ね
。
は
ず
れ
て
い
て
も
あ
き
ら

め
ず
に
ま
た
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
。

　
　
　

子
ど
も
を
連
れ
て
海
に
泳

ぎ
に
い
き
た
い
の
で
す
が
、
指
宿

市
内
は
遊
泳
禁
止
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。
ど
こ
か
泳
げ
る
場

所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
、

海
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し

て
、
指
宿
の
海
を
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
ね
。

　
　
　
　

（
42
歳
・
と
も
り
ん
）

　
　
　

内
に
遊
泳
で
き
る
公
設
の

　
　
　

海
水
浴
場
は
、
残
念
な
が

ら
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
い
も
ん
山

麓
ふ
れ
あ
い
公
園
に
流
水
プ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ラ

イ
ダ
ー
や
子
ど
も
用
プ
ー
ル
も
あ

り
ま
す
。
夏
休
み
の
期
間
営
業
し

て
い
ま
す
の
で
、
遊
び
に
行
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

日
テ
レ
ビ
で
、
観
光
特
急

　
　
　

「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」
が

通
る
た
び
に
、
市
役
所
の
職
員
が

笑
顔
で
旗
を
振
っ
て
い
る
様
子
を

見
ま
し
た
。
私
も
思
わ
ず
胸
が
ジ

ー
ン
と
来
ま
し
た
。
お
忙
し
い
所

ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
い
つ
ま
で
も

続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
73
歳
・
女
性
）

　
　
　

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

　
　
　

す
。
先
月
か
ら
観
光
客
を

も
て
な
す
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、「
い
ぶ
す
き
千
本
旗
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
始
動
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
総
出
で
観
光
客
を
温

か
い
心
で
迎
え
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

宿
市
街
地
か
ら
池
田
方
面

　
　
　

に
農
免
道
路
を
走
っ
て
行

く
と
、
信
号
機
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
信
号
機
を
過
ぎ
、
坂
道
を
上
り

き
っ
た
辺
り
か
ら
、
左
手
側
を
見

る
と
「
あ
っ
！
イ
ッ
シ
ー
み
た
い
」

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
機
会

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

お
勧
め
の
時
間
帯
は
夕
暮
れ
で
す
。

（
39
歳
・
き
ゃ
り
ー
ぷ
よ
ぷ
よ
）

　
　
　

か
に
イ
ッ
シ
ー
の
様
に
も

　
　
　

見
え
ま
す
ね
。
く
れ
ぐ
れ

も
脇
見
運
転
で
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
、
車
を
止
め
て
見
物
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
６
月
号
に

掲
載
し
た
「
住
民
基
本
台
帳
の
改

正
と
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
」
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
の
皆

さ
ん
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

７
ペ
ー
ジ
23
行
目

（
誤
）
施
行
日
（
７
月
29
日
）

（
正
）
施
行
日
（
７
月
９
日
）

わ

市指 先

毎い 今子

応

確

涼しげな緑のカーテン

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
　「おかえり」こと丘
えりかは、唯一のレギ
ュラーだった旅番組が
打ち切られ、仕事を無
くしてしまう。そんな
時、事情を抱えた依頼
人の代わりに旅をする
ことに。とびきりの笑
顔と感動が詰まった「お
かえり」の旅に勇気づ
けられます。

【内容】
　人生には、喜びや悲
しみがつきものです。
さまざまな世界で功績
を残した人たちは子ど
ものころ、どんなこと
があったのか。また、
彼らの人生のターニン
グポイントはどこだっ
たのか？辻井伸行や澤
穂希など、50人の子ど
も時代を紹介します。

７月の図書館カレンダー

旅屋おかえり
原田マハ（著）
集英社

図書館からのお知らせ
自由研究ミニミニ講座
　指宿図書館では、次の日程で夏休みの宿題に役立つ
講座を開催します。
■日時　７月29日（日）　９：30～11：30（受付９：15～）
■場所　指宿図書館２階多目的集会室
■演題　まぼろしのこん虫大発見〜楽しくつくろう〜
■内容　水彩絵の具のいろいろな表現方法を知り、実

　　　際に「昆虫と遊ぶ自分」の絵を表現する。
■講師　丸野譲 氏（指宿市教育委員会指導主事）
■対象　小学生（１年生から参加できます。）
■定員　20人　　■参加料　無料
■持ってくるもの　水彩絵の具セット、クレヨン、
　色えんぴつ、はさみ、のり
※事前に申し込みが必要です。指宿図書館の窓口か電

話で申し込んでください。
よるのおはなし会
　指宿図書館では、毎月第２金曜日に「よるのおはな
し会」を開催しています。図書館職員や外部のおはな
しグループによるおはなし会、セミの羽化や星空観察
会、お月見会なども行っています。
　内容によっては、第２金曜日の開催でない場合もあ
りますので、指宿図書館へ問い合わせください。
　事前の申し込みは不要です。ご参加ください。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

そのとき何歳？
伝記人物ものがたり
講談社（編）
講談社

一般図書（指宿図書館） 児童図書（山川図書館）

日

行　
事　
な　
ど

1
日

2
月

3
火

4
�

5
木

6
金

7
土
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２

8
日
県
知
事
選
挙
投
票
日

9
月

10
火
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
臨
時
休
館

11
�

12
木

13
金
マ
ス
ゲ
ー
ム
講
習
会

14
土
お
も
ち
ゃ
病
院

15
日
市
陸
上
記
録
会

16
月　
海
の
日

市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

17
火

18
�

19
木

20
金
小
・
中
・
高
等
学
校
終
業
式

21
土
癒
や
し
の
空
間「
う
き
は
」と
水
郷
の
里「
日
田
」め
ぐ
り
ウ
オ
ー
ク（
〜
22
日
）

22
日

23
月

24
火

25
�
十
町
区
粗
大
ご
み
収
集
日（
松
原
田
除
く
）

26
木

27
金
仙
田・上
野
区
粗
大
ご
み
収
集
日

28
土
錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

29
日

30
月

31
火

７
月
の
広
報
ご
よ
み

…休館日
…えほんのひろば(指宿図書館)	 10：30～11：15
　演じ手：槌橋保育園の先生方
…わらべうたのへや（指宿図書館）	 11：15～11：45
…ふれあい映画会（山川図書館）	 14：00～14：40
…おはなしのとびら（指宿図書館）	 10：30～11：30
　演じ手：あそびうたサークル「ぱすてる」の皆さん
…おはなしの時間（開聞農村環境改善センター図書室）	15：00～16：00
　演じ手：おはなし会「バンビ」の皆さん
…よるのおはなし会・セミの羽化観察会（指宿図書館）	19：30～21：00
　演じ手：図書館職員
※おはなし会終了後、セミの羽化観察会を行います。	
…ボランティアおはなし会（山川図書館）	14：00～14：30
　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん
…自由研究ミニミニ講座（指宿図書館）  9：30～11：30

月曜
火曜

14日

28日

３日

27日

29日

16日

15日

わ

曜

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 　

指携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

皆さんには、どの様に見えますか？

※
８
／
４（
土
）池
田
湖
水
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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指
宿
地
域

今
吉　

晟せ
い
や也

※　

上
吹
越　

哲　

也

枝　

理

品
川　

美み
そ
ら空　

外
城
市　

圭　

太

る
り
こ

西
野　

泰た
い
し
ん心　

北
十
町　

敏　

弘

美
和
子

村
山　

小こ
い
き粋　

潟　

山　

博　

英

洋　

子

葊
津　
　

宙そ
ら　

潟　

山　
　

卓　
ま
な
み

田
之
畑
佑ゆ

う
と都　

潟　

山　

智　

彦

直　

子

豊
田　

祐ゆ
う
だ
い大

※　

湊　

中　

一　

彦

智　

子

吉
利　

未み
れ
い玲　

迫　

北　

淳　

平

裕
里
香

大
山　

竜り

お和
※　

下　

里　

和　

則

美
由
紀

山
下　

浩こ
う
め
い明

※　

仮　

屋　

浩　

福

綾　

子

山
川
地
域

木
下　

晴は

る琉　

井
手
前　
　

卓　
華
菜
江

小
野　

龍り
ゅ
う
と人　

中　

野　
　

惣　
智　

美

永
田　

英え
い
と士

※　

平　

原　

博　

貴

み
ゆ
き

開
聞
地
域

今
村　

奏そ
う
た太　

田　

中　

眞　

也

真
由
美

小
松　

優ゆ
う
た太　

松　

原　

俊　

一

美
保
子

市
外

浜
田　

莉り

の乃　

福
岡
市

早
良
区　

達　

也

綾　

乃

亀
井　

翔し
ょ
う
た太　

東
京
都

町
田
市　

秀　

夫

理　

恵

指
宿
地
域

上
久
保　

國　

利　

93　

宮
ヶ
浜

村　

上　

愛　

子　

91　

宮
ヶ
浜

橋　

口　

喜　

造　

81　
五
郎
ヶ
岡

鎌　

田　

藤　

一　

80　

迫　

北

有　

冨　

キ
ヨ
子　

83　

高
野
原

吉　

滿　

健　

藏　

78　

迫　

北

平　

原　

ゆ
か
り　

39　

迫　

北

當
時
久
保　

昌
史　

71　

大　

当

西　

野　

春　

雄　

73　

玉　

利

澤　

山　

ス　

ミ　

95　

細
田
西

野　

㞍　

豊　

田　

90	

宮

今　

村　
　
　

勇　

79　

道
下
上

大　

村　

和　

代　

68　
五
郎
ヶ
岡

谷　

門　

勝　

弘　

58　

堀
切
園

上　

山　

高　

博　

61　

湯
之
里

江　

藤　

滿　

秋　

81　

柳　

田

田　

淵　

ミ　

キ　

90　

片
野
田

濵　

﨑　

多　

祢　

95　

柳　

田

山　

﨑　
　
　

卯　

85　

北
十
町

福　

﨑　
　
　

進　

73　

下
吹
越

池　

口　

海
壽
雄　

71　

玉　

利

坂　

口　

加
壽
登　

57　

堀
切
園

岡　

元　

定　

治　

75　

中
小
路

吉　

川　

章　

吉　

83　

迫　

南

和　

田　

利　

夫　

89　

向　

吉

山
川
地
域

内　

薗　

善　

藏　

92　

愛
宕
下

新　

村　

ミ
ツ
エ　

87　

愛
宕
下

内　
　
　

重　

夫　

87　

愛
宕
下

福　

永　

幸　

江　

90　

谷
村
上

室　

屋　

三
代
子　

79　

愛
宕
下

南　
　
　

キ　

ヨ　

97　

中　

村

藏　

薗　

武　

雄　

92　

前
薗
下

坂　

元　

純　

武　

80　
　

西

開
聞
地
域

濵　

上　

ハ
ナ
ヱ　

93　

川
尻
東

川　

畑　

德　

盛　

83　
　

脇

七　

夕　

滿
洲
雄　

74　

西　

元

新　

村　

ナ　

セ　

102	

脇

尾　

野　

エ
ミ
子　

81　

西　

元

野　

元　

利　

光　

74　

松　

原

田　

中　
　
　

忍　

70　

谷　

村

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
出

時
に
、
市
民
生
活
部
市
民
協
働
課
、

山
川
・
開
聞
各
支
所
市
民
福
祉
課

窓
口
で
、
申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。	

　

他
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で
も
、

希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す
の
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

やさしく、おおきくそ
だってね。

豊田　祐
ゆうだい

大ちゃん

元気に たくましく 育
ってね☆

永田　英
え い と

士ちゃん

５
月

 31 
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

　

掲
載
希
望
の
人
は
、
子
ど
も
の

名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生
年

月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地
区

名
、
電
話
番
号
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
20

文
字
以
内
）
を
記
入
し
、
郵
送
や

メ
ー
ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以

内
）

等
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　
　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

私達の王子様生まれて
きてくれてありがとう

今吉　晟
せい や

也ちゃん
パパみたいな素敵な人
になってネ♪ママより

大山　竜
り お

和ちゃん

しんのすけにいちゃん
となかよし♪

田中　馨
かおるこ

子ちゃん
【木之下】

ふたり元気にうまれて
くれて、ありがとう

下地　光
こう

ちゃん
【五郎ヶ岡】

ふたりの笑顔に癒され
ます

下地　音
おと

ちゃん
【五郎ヶ岡】

ふたりでいっぱい泣い
て大きく育ってね。

永山　愛
あ い と

翔ちゃん
【永田】

ふたりでいっぱい笑っ
て元気に育ってね。

永山　春
は る と

翔ちゃん
【永田】

元気に生まれてきてく
れてありがとう。

末吉清
せいたろう

太朗ちゃん
【南十町】

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
啓
発

事
業
「
一
語
一
絵
『
ハ
ッ
ピ
ー
・

ス
マ
イ
ル
』」に
お
い
て
、
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
男
女
共
同

参
画
」
に
ま
つ
わ
る
イ
ラ
ス
ト
や

漫
画
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

身
近
な
生
活
の
中
で
、「
男
だ
か

ら
…
、
女
だ
か
ら
…
」
と
い
っ
た

こ
と
で
、「
ど
う
し
て
だ
ろ
う
？
」、

「
こ
う
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
」
と

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
作
品
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

７
月
20
日（
金
）～
９
月
７
日（
金
）

■
応
募
資
格

市
内
に
在
住
ま
た
は
、
市
内
の

学
校
に
在
学
す
る
小
学
校
５
・

６
年
生
お
よ
び
中
学
生

■
応
募
様
式

用
紙
は
、
Ａ
４
版
の
用
紙
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
１

人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、

１
枚
に
つ
き
１
作
品
と
し
ま
す
。

標
語
は
、
広
報
紙
等
へ
の
掲
載

や
県
が
主
催
す
る
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
―

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

一
語
一
絵 「
ハ
ッ
ピ
ー
・
ス
マ
イ
ル
」

　
　
　
～
児
童
・
生
徒
向
け
　
男
女
共
同
参
画
啓
発
事
業
～

　

ズ
の
募
集
に
も
活
用
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

作
品
に
、
作
品
名
、
作
品
の
コ

メ
ン
ト
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

学
校
名
、
学
年
を
記
載
し
た
紙

を
添
え
て
、
学
校
を
通
し
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市

外
の
学
校
に
通
学
ま
た
は
在
学

の
場
合
は
、
直
接
応
募
先
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

山下　浩
こうめい

明ちゃん
あなたの明るい笑顔で
皆が幸せになれます☆
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　森　浩純

Doctor

ワクチンデビューは生後２カ月から!!

　

待
ち
に
待
っ
た
、
か
わ
い
い
赤
ち

ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

市
役
所
か
ら
問
診
票
の
束
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
。「
え
～
、
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
」、「
ど
れ
か
ら
打
て
ば
い
い
の

？
」
こ
の
よ
う
な
声
を
保
護
者
か
ら

お
聞
き
し
ま
す
。
そ
ん
な
質
問
に
い

く
つ
か
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
．
ど
の
ワ
ク
チ
ン
か
ら
、
ど
う
い

う
順
番
で
接
種
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
．
生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
の
免
疫
力
は
下
が
っ
て
き

ま
す
。
母
親
か
ら
も
ら
っ
た
免
疫

が
切
れ
て
く
る
か
ら
で
す
。
そ
こ

で
、
生
後
２
カ
月
を
過
ぎ
た
ら
、

ま
ず
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

ど
ち
ら
も
、
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予

防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

こ
の
病
気
は
、
幼
い
赤
ち
ゃ
ん

ほ
ど
か
か
り
や
す
く
、
ま
た
重
症

化
し
や
す
い
病
気
で
す
。
死
亡
率

も
約
５
％
と
非
常
に
高
い
た
め
に
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
接
種
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

Ｑ
．
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
が
多
過
ぎ
て
…

Ａ
．
髄
膜
炎
の
ワ
ク
チ
ン
以
外
に
も
、

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な

ど
が
あ
り
、
種
類
、
回
数
と
も
多

い
で
す
。
同
時
接
種
（
一
度
に
、

２
～
３
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
）

と
い
う
接
種
方
法
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
１
年
ほ
ど
前
に
、
髄
膜
炎
ワ
ク

チ
ン
に
よ
る
死
亡
例
が
あ
り
ま
し

た
け
ど
。

Ａ
．
死
亡
例
を
国
の
専
門
機
関
で
検

証
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
ワ

ク
チ
ン
が
原
因
と
い
う
根
拠
が
見

つ
か
ら
な
い
、
②
同
時
接
種
が
、

副
作
用
を
出
や
す
く
す
る
訳
で
は

な
い
、
と
い
う
結
論
が
出
ま
し
た
。

そ
の
報
告
に
基
づ
き
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
ま

た
、
同
時
接
種
も
問
題
な
く
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
ス
ピ
ー
ド
を
早
め
る
目
的
で

は
、
同
時
接
種
も
選
択
肢
の
１
つ

で
は
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
任
意
接
種
と
い
う
こ
と
は
、
打

た
な
く
て
も
い
い
の
？

Ａ
．
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
定
期
接
種
と

任
意
接
種
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の

違
い
で
、
基
本
的
に
は
ど
ち
ら
も

接
種
し
た
方
が
良
い
で
す
。
現
在
、

任
意
接
種
に
な
っ
て
い
る
、
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

も
定
期
接
種
に
変
わ
る
流
れ
に
あ

り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き

る
病
気
は
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

Ｑ
．
話
題
に
な
っ
た
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
．
今
年
の
秋
か
ら
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
始
ま
る
予
定
で
す（
平

成
24
年
６
月
現
在
）。今
ま
で
、
生

ワ
ク
チ
ン
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、

注
射
に
変
わ
り
ま
す
。
今
後
、
市

か
ら
配
布
さ
れ
る
案
内
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
い
な
い
の
で
す
が
？

Ａ
．
標
準
的
に
は
３
歳
か
ら
接
種
す

る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
平
成
17
年
に

副
反
応
の
問
題
か
ら
、
積
極
的
に

勧
め
な
い
ワ
ク
チ
ン
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
新
し
い
ワ
ク

チ
ン
が
作
ら
れ
、
現
在
は
積
極
的

に
接
種
を
勧
め
る
ワ
ク
チ
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。
接
種
し
て
い
な
い

３
歳
以
上
の
お
子
様
は
、
早
め
の

接
種
を
勧
め
て
い
ま
す
。
日
本
脳

炎
は
、
豚
を
刺
し
た
蚊
が
人
を
刺

す
こ
と
に
よ
り
感
染
す
る
病
気
で

す
。
鹿
児
島
は
豚
が
多
い
地
域
で

す
の
で
、
よ
り
接
種
の
必
要
性
が

あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
、
自
分
自
身
を
感
染

症
か
ら
守
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
が
、

他
人
に
病
気
を
う
つ
さ
な
い
と
い
う

も
う
一
つ
の
大
切
な
役
目
も
あ
り
ま

す
。
自
分
が
か
か
っ
て
い
な
い
と
、

他
人
に
う
つ
す
こ
と
も
な
い
の
で
、

社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

36広報いぶすき　７月号


